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１ 武蔵村山市の小中一貫教育の取組と効果 

（１） 施設一体型小中一貫校（村山学園）の取組 

「施設一体型小中一貫校だからできるシステムづくり」 

ア 施設一体型小中一貫校開校までの経緯 
平成１３年度に、武蔵村山市教育委員会の委嘱により「武蔵村山市幼（保）・小・中学校の連

携のあり方検討委員会」が設置された。本委員会の主な検討事項は、小・中学校の連携による心

の教育の推進の在り方であった。 
検討委員会の報告を踏まえ、翌年には「武蔵村山市立学校特色化推進プラン検討委員会」が設

置され、ここで市立第四小学校と市立第二中学校を小中一貫校として統合する構想が提言された。

検討委員会のメンバーは、学識経験者や市立小・中学校の校長・教頭・教諭に加え、市立小学校

のＰＴＡ関係者や地域有識者が委員として構成されていた。開校準備のスタート時点から、地域

の関係者が深く関わっていたことが、小中一貫校として開校した翌年の平成２３年度から、村山

学園がコミュニティ・スクールとしての出発を迎えられた大きなポイントである。市の小中一貫

校構想は、市内各小・中学校に共通する課題を解決する役割を担って検討され、村山学園は、市

全体の小中連携教育のパイロット校としての意義をもって計画が進められていった。 
平成１８年度から平成２０年度までの計画策定期の施設設備等については主として市教育委

員会事務局が、カリキュラムについては市内全校の教員が、それぞれ担当して計画を策定してい

った。カリキュラムについては、平成１９・２０年度の２年間にわたり、「武蔵村山市小・中一

貫校カリキュラム作成委員会」及びその下部組織である「各教科・領域等部会（全１６部会）」

の委員として、市内全校から総勢９６人の教職員が結集して、その作成に当たった。 
一方、村山学園の小中一貫校開校に向け、学園名、学園歌、標準服・シンボルマークを決定す

るため、平成２０年７月に「（仮称）武蔵村山学園開校準備委員会」（後の村山学園開校準備委員

会）を立ち上げ、その下部組織として、小中一貫校開校に向けた具体的な検討を、保護者、地域

の方々、学校、市教育委員会事務局による委員から構成される分科会を発足させ、対応を図った。 
平成２１年度小中一貫校プレ開校、平成２２年度小中一貫校開校、平成２３年度にコミュニテ

ィ・スクールとしての指定を受け、９年間を通して、「社会を構成し運営するとともに、自立し

た一人の人間として力強く生きていくための総合的な力」である「人間力」の育成を目指し、学

校システムの構築を推進していった。 
イ 施設の型を生かした特色ある教育活動 
（ア）小・中学校をつなぐ（一貫校第１ステージ）【平成２２～２４年度】 

小・中学部のシステムの違いを、プレ開校時から従来の学校運営をしながら解決していくこ

とは非常に困難であり、様々な試行を通して調整を繰り返してきた。 

① プロジェクト型組織運営 

一つの学校として組織運営を行うには、一つの校務分掌組織で行う必要がある。しかし、

前年度まで小・中学部それぞれで実施していた取組を一つの取組として合わせるにあたり、

小・中学部それぞれの責任者が各組織に確認し、改めて責任者が相互に検討・調整しなけれ

ばならず、スムーズに進めることが困難であった。そこで、「小・中学部のシステムを合わせ

る」という発想から「村山学園としての新たなシステムを創る」という発想に転換し、全校

規模の企画については、新たに「プロジェクト（ＰＪ）チーム」を設置し、その責任者であ

るリーダーを一人決めるという学校運営組織とした。平成２２年度は、「学校評価推進ＰＪ」

「研究推進・研究発表会ＰＪ」等、９つのプロジェクトチームを立ち上げ、学校全体として
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の運営を推進した。 

② 諸会議の工夫 

小学部の学級担任制、中学部の教科担任制のシステムの違いや、市教育研究会の定例研究

会等、小・中学部ごとの市全体の日程の違いなど、会議時間を共通に設定するための課題が

非常に多かった。そのため、学期の初めや終わり、長期休業中や土曜日の学校公開日の午後

等を利用し、会議を行うようにした。 

③ 授業形態の工夫 

村山学園では、学習指導要領に準拠した中で、小中一貫教育の枠組みを生かした授業を展

開している。全教職員が小・中学部の兼務発令を受け、授業形態を工夫している。 

(ｱ) 協力授業 

小学部の教員と中学部の教員がティーム・ティーチングで指導する。お互いの専門性を

生かした授業展開が可能となり、個別の指導や支援の充実を図る。 

(ｲ) 交流授業 

異学年の児童・生徒が、同じ空間で学習する中で、交流しながら、互いの立場や考えを

認め合い、他者理解を深めることにより対人関係力を育成することを目指す。 

(ｳ) 一部教科担任制 

小学校から中学校への円滑な接続を図るため、第５・６学年の一部で教科担任制を導入

している。移行期への不安を解消するためにも大きな役割を果たしている。 

（イ）小・中学校をつなぐ（一貫校第２ステージ）【平成２５年度】 

小中一貫校としてのシステムが構築され、学校としては一つの学校になりつつあったが、中

学生を育てるための手だてが十分ではなかった。 

① ９年生像の明確化 

教員を対象に「目指す９年生の姿」についてアンケー

トを行い、出された具体的な生徒の姿を「学習」「生活」

「将来に向けて（キャリアプラニング能力）」など７つの

カテゴリーにまとめた。そして、「目指す児童・生徒像」

との関連を整理しながら、小中一貫教育ＰＪで取りまと

めた。目指す具体的な９年生の姿が明確になったことで、

発達段階に応じた児童・生徒の姿や、それを具現化する

ための手だてについて、検討、振り返りをしやすくなっ

た。 

② 「村学スタイル」の設定 

児童・生徒が「できた」「分かった」と実感できる授業

を、全教員が全教科等で実践できるようにするため、共

通の授業スタイル「村学スタイル」を設定し、原則、全

ての授業で実施することとした。「目標」「めあて」を明

確にすること、それに即した「まとめ」を設定すること、

できたかどうかが分かる自己評価をすること、学習の中

で主体的な学習を展開するための多様な活動が設定され

ること等が盛り込まれている。 

③ 第５・６学年の中学生体験 

小学校から中学校への円滑な接続を図るとともに、目

指す９年生の姿へ中学年部から近付けていくために、第５学年から定期考査を実施するとと

写真１ 定期考査を受ける６年生 

図１ 村学スタイルの概要 
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もに、通知表には５段階評定で保護者に通知をするようにし、それに向けた学習計画を立て

て取り組むようにした。 

（ウ）「つなぐ」から「創る」へ（一貫校第３ステージ）【平成２６～２８年度】 

小・中学部のシステムや文化の違いを考慮し、新たなシステムを創りながら様々な課題を解

決してきた。ここからは、施設一体型小中一貫校である村山学園だからこそできる新たな「小

中一貫校文化」を創り出し、児童・生徒の「人間力」の育成を目指した。キーワードは、「一

つの学校 みんなで一緒に」である。 

① 校内組織の改革 

小学部と中学部がなかなか一体になれない原因として、双方に教務主任や生活指導主任が

配置され、それぞれが強い責任感をもって職務に当たっていることが考えられた。そこで平

成２６年から、校内では「主任」という呼称を廃し、部長、副部長、課長という職名を用い、

小学部と中学部を合体させたライン組織を導入した。 

② 「むらやま科」の編成 

児童・生徒にとって、武蔵村山市は故郷である。故郷に誇りをもった人間に育成するため

には、教える教員が意識的に指導をしていく必要がある。そこで、村山学園では、各教科等

の指導内容で「武蔵村山市」に関連するものを整理し、クロスカリキュラム「むらやま科」

を編成した。 

③ 学力向上策の推進（小・中学校、特別支援学級、日本語学級の有機的連携） 

     (ｱ) 小・中学校の連携 

４５分授業の小学部、５０分授業の中学部が同

じ校舎内で生活するうえで、生活時程をどのよう

に設定するのかは大きな課題の一つであった。

様々な生活時程を試行し、現在は、図２のような

３種類の時程で生活している。工夫は、発達の段

階に応じた給食時間や休み時間を確保したうえで、

放課後に「パワーアップタイム」と称する学習の

時間を設定したことである。各学級に学習補助の

中学生を派遣し、生徒が分からない児童に教えた

り、終わったプリントのまる付けをしたりして、

児童の学習内容の定着を図るとともに、「格好いい

中学生」の育成を図っている。 

     (ｲ) 通常の学級と日本語学級の連携 

村山学園には、日本語を母語としない児童・

生徒が多く在籍している。年度の途中に、日本

語が全く話せない児童・生徒が編入してくるこ

とも珍しくない。そのような実態から、村山学

園には小・中学部共に日本語学級が設置されて

いる。 

日本語学級での指導は、児童・生徒ごとに時

間割を設定し、取り出して日本語の指導をして

いる。特に、中学部の生徒の卒業後の進路等に鑑みて、当該生徒が在籍する学級に日本語

学級担当教員が入って支援をしたり、夏季休業日中に登校して学習できる場を設定したり

している。さらに、当該児童・生徒に関係する全ての学習プリントを封筒に入れて集める

 

校 時 １～４年 ５・６年 ７～９年 

登 校 8:00~8:20 8:00~8:20 8:00~8:20 

朝学習 8:15~8:25 8:15~8:20 8:15~8:20 

朝学活 8:25~8:35 8:20~8:30 8:20~8:30 

１校時 8:35~9:20 8:30~9:20 8:30~9:20 

２校時 9:25~10:10 9:25~10:15 9:30~10:20 

中休み 10:10~10:35 10:15~10:35  

３校時 10:35~11:20 10:35~11:25 10:30~11:20 

４校時 11:25~12:10 11:30~12:20 11:30~12:20 

給 食 12:10~12:55 12:20~12:55 12:20~12:55 

歯磨・昼休 12:55~13:15 12:55~13:15 12:55~13:15 

５校時 13:15~14:20 13:15~14:05 13:15~14:05 

６校時 14:05~14:50 14:10~15:00 14:15~15:05 

終学活 14:50~15:00 15:00~15:10 15:05~15:15 

清 掃 15:00~15:15 15:10~15:25 15:15~15:30 

パワーアップ 15:15~15:45 15:25~15:45 15:30~15:45 

下 校 15:45 15:45 15:45 

●全校にパワーアップ・タイムを創設 
パワーアップ
支援 15:15~ 

図２ 村山学園の生活時程 

写真２ 日本語を学び合う児童・生徒 
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等、学級担任・教科担当と日本語学級担当教員が情報を密にとり、協力した指導体制の構

築に努めている。 

     (ｳ) 自閉症・情緒障害通級指導学級と知的障害固定学級の連携 

村山学園には、小学部に自閉症・情緒障害学級（通級指導学級）が、中学部に知的障害

学級（固定学級）が設置されている。中学部は、知的障害の生徒が在籍する特別支援学級

であるが、併せて情緒障害のある生徒が多く在籍しているのが実態である。そこで、時間

割の調整を行い、知的障害学級の生活単元学習の時間の一部に、自立活動的なソーシャル

スキルトレーニング等を組み入れ、自閉症・情緒障害通級指導学級担当教員とのティーム・

ティーチングで指導をする等、生徒の実態に応じた指導を、教員の連携を軸として展開し

ている。 

     (ｴ) 通常の学級と特別支援学級の連携 

通常の学級の中でも、特別な支援が必要な児童・生徒が在籍していることを踏まえ、集

団の中で気になる児童・生徒を見取ったり学習・生活面で支援したり、合理的配慮の視点

から学級・教科担任へ助言したりする等、特別支援学級担当教員がもつ専門性を生かした

連携を推進している。また、特別支援学級に在籍する生徒に対して、個の学力に応じた指

導を実現するため、通常の学級で授業を担当している教員が、特別支援学級の当該教科の

指導を行えるよう、時間割の工夫をしている。 

ウ 校区での取組の成果と課題 
   成果 

【プロジェクト②「対人関係力」の育成】 

校内研究等の取組により、生徒のボランティア活動などへの参加が増え、生徒の社会へ貢献し

ようとする意欲が高まった。 

【プロジェクト③「自己制御力」の醸成】 

９年間を通して、学校行事や総合的な学習の時間等、キャリア教育を重点として継続的に取り

組んできたことにより、将来したいこと、就いてみたい職業、仕事などの夢をもつ児童・生徒の

割合が高まった。 

【プロジェクト⑤「人間力」の育成】 

平成３０年度からこれまで６つの部会で構成していた学校運営協議会の部会を４つの教育支

援プロジェクトチーム（学校評価、学習、環境、生活・安全）として整理、統合し、各プロジェ

クトチームを担当する教員を中心に地域と学校が連携・調整を図りながら、組織全体として開か

れた学校づくりを推進することができた。大学と連携した「ものづくり教室」やキャリア教育の

一環である「地域の方からお話を聞く会」等、学校運営協議会を中心とした地域・学校・保護者

の協働的な取組を体系的に実践するシステムが学校に根付き、児童・生徒の人間力の育成に努め

ることができるようになった。 

   課題 

【プロジェクト①「確かな学力」の定着】 

交流授業や協力授業、教科担任制等を通して、児童・生徒の発達の段階や指導の系統性を理解

することができた教員の割合は増えたが、今後も児童・生徒の学力の確実な定着、向上を目指し

ていく必要がある。 

【プロジェクト④「中１ギャップ」への支援】 

小学校では、困っているときに先生や友達に相談している児童の割合が増えているが、中学部

に進級しても生徒が先生や友達に相談しやすい環境をつくり、学習面、生活面、人間関係面での

きめ細かな支援に努めていく必要がある。 
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（２） 施設隣接型小中一貫校（大南学園）の取組 

「人間力を高め、夢と希望を育み、笑顔あふれる学校」 

ア 学校の概要 
   本市は青梅街道を挟み新興住宅地が多く点在する地域と、古くからある地主を中心として広が

る地域に分かれる。本学園は市の東南部に位置し、学区のほとんどは閑静な住宅街である。また、

各自治体や青少年対策地区委員会による行事が盛んである。本学園の第七小学校と第四中学校は、

市内市民の小路である遊歩道を挟んで隣接している、施設隣接型小中一貫校である。そのため、

第七小学校の卒業生の９割以上

が第四中学校に進学している。両

校とも、校庭を一部芝生化してい

る。また、野菜を育てるための大

きな学校農園などを通じて健康

教育や食育を充実させ、ＰＴＡを

中心に花を育てたり緑を増やし

たりすることを通して情操教育

の充実を図っている。 

イ 施設の型を生かした特色ある教育活動 
    大南学園は隣り合っている校舎をそのままの形で生かしていく「施設隣接型一貫校」である。

そこで、子供たちや教職員、そして、地域・保護者が、一貫校になったことを実感できるように

するため、「３つの柱」を設定している。 

   「知の統合」（主に学習面でつながる取組） 

   「心の統合」（主に一体感をもたせる取組） 

   「形の統合」（主に施設面や標準服など、目に見える取組）  

（ア）知の統合 

   ９年間を見通した教育をより円滑に進める部会をつくり、小学校教諭と中学校教諭の全ての

教員で構成した「教科チーム」で具体的なプランを計画し、実施している。 

    ・ 教科ごとの系統性を意識したブリッジプログラム 

                                           大南学園の教員は、中学校の教科ごと 

に「教科チーム」を編成し、発達段階 

に応じた、各教科で育てたい力を明確 

にした授業プランを考えている。 

 

    ・ 全教科、全教員で授業改革をし、大南ベーシック（小中一貫校基準）「わけ（理由）をそえ

て、自分の意見を言える児童生徒」を育成している。 

授業では、自らの考えを伝える場面を

全ての時間に取り入れるようにしてい

る。理由や根拠を伝えることで、話合

いが生まれ、それを繰り返し行うこと

で理解が深まっている。 

★ 大南ベーシックとは、小中一貫校基準である「わけ（理由）をそえて」を共通のキーワー

ドとして取り組む学習指導のことである。 

     

 

【大南学園校舎  左：第四中学校、右：第七小学校】 
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・ ＩＣＴ教育を通して学習への興味、関心を高める授業改革 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）心の統合 

      小中一貫校として目指すべき姿を第四中学校３年生として、両校の心の統合を図っている。 

第七小学校の児童には第四中学校の中学生に対する「あこがれ」の気持ちを育て、第四中

学校の生徒には小学生に対して「おもてなし」をすることや行事などを通して、尊敬される

存在となれるように自覚と誇りをもてる指導をしている。 

 

     ・ 小中合同の様々な活動 

 

 

 

 

 

    【七小校門前での合同挨拶運動】  【四中校門前出の合同挨拶運動】     【合同クリーン作戦】 

 

     ・ 運動会や合唱コンクール、音楽会への相互参加など、行事やボランティアでの協働 

                               

 

 

 

 

【七小運動会でのおもてなし係】     【四中体育祭でのスーパー選抜リレー】       【四中合唱コンクールへの参加】                                                                                

 

    ・ 夏季休業中の取組として、第七小学校児童対象の補習教室である「七小塾」や、七小児

童対象の実験教室を第四中学校生徒が手伝ったり、部活動体験を実施 

 

                          

 

 

 

 

     【「七小塾」で四中生徒がミニ先生】      【サイエンス四中】          【七小児童が四中で部活動体験】            

     どちらも中学生が小学生に対して助言やお世話することを通して、心の統合を図っている。 

 

 

情報ツールであるタ

ブレットＰＣを授業

に取り入れて、学習

への興味・関心や理

解力を高めている。 
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【大南学園の標準服】    【学園章 メジロと桜】       

大
南
学
園
歌 

 

一 
 

富
士
を
仰
ぐ 

学
び
舎
に 

 
 
 

こ
の
地
に
育
つ 

誇
り
を
胸
に 

 
 
 

明
る
い
笑
顔
の 

心
集
い
て 

 
 
 

輝
く
今
日
の 

光
を
つ
む
ご
う 

 
 
 

友
と
手
を
取
り 

進
み
ゆ
く 

 
 
 

わ
れ
ら
の
わ
れ
ら
の 

大
南
学
園 

二 
 

狭
山
の
丘
の 

学
び
舎
に 

 
 
 

こ
の
地
に
生
き
る 

誇
り
を
胸
に 

 
 
 

豊
か
な
学
び 

心
ひ
と
つ
に 

 
 
 

小
中
の
絆 

固
く
結
ぼ
う 

 
 
 

仲
間
と
歩
み
て 

築
き
ゆ
く 

 
 
 

わ
れ
ら
の
わ
れ
ら
の 

大
南
学
園 

三 
 

緑
豊
か
な 

学
び
舎
に 

 
 
 

こ
の
地
に
根
ざ
す 

誇
り
を
胸
に 

 
 
 

自
主
創
造
の 

心
を
も
ち
て 

 
 
 

世
界
に
飛
び
立
つ 

扉
を
拓
こ
う 

夢
と
希
望
を 

抱
き
ゆ
く 

 
 
 

わ
れ
ら
の
わ
れ
ら
の 

大
南
学
園 

【大南学園 学園歌】      【学園手帳】       

（ウ）形の統合 

      愛称を公募の中から学校運営協議会による推薦によって「小中一貫校大南学園」に決定し

た。施設隣接型一貫校として、両校の児童・生徒、教職員が行き来しやすいように連絡通路

が設置されている。また、学園歌や学園章も児童・生徒や地域とともに作成した。共通の校

則やきまり、学習や生活のめあての基準が記載されている「学園手帳」を作成した。第四中

学校では平成２７年度から標準服を一新し、第七小学校も平成２８年度から児童が標準服を

着用することができるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

市民の遊歩道を横切るように、第七小学校と第四

中学校をつなぐ連絡通路ができた。上履きのまま、

両校を行き来できる通路により、移動時間が大幅に

短縮できるだけでなく、多様な場面での交流が容易

になった。 

 

   【大南学園をつなぐ渡り廊下 】 

 

 

大南学園の教員と、地域の方による話合いの場を

設けている。地域の危険箇所や、学校に対する要望

などを交流し、地域みんなで大南学園をつくってい

るという意識を高めている。 

 

 

 【大南学園（四中校区）コミュニティ・スクール】 

両校の子供たちから集めた

デザインをもとに、大南学園

の学園章を制作した。学園旗

とともに、いろいろな場面で

のシンボルとして、大南学園

を支えていく。 

中学生が携帯している生徒

手帳のように、一貫校の小学生

にも、携帯できるものを制作し

た。記載された学習や生活のき

まりは、大南学園の子供たちの

学校や家庭での学習・生活の指

針となる。 
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ウ 校区での取組の成果と課題 
平成２８年度より小中一貫校大南学園として歩み始めることが認められた本校への期待は、大

きく分けて３つあり、「地域に根差した教育活動を展開する

学校」「地域の活性化の基となる学校」「武蔵村山市大南の

地区で育ったことに誇りをもてる学校」であった。この期

待に応えるため、第七小学校と第四中学校と地域が連携し、

小中一貫校として様々な取組を行ってきた。 

【成果について】 

地域と連携しながら、小中一貫校として「その日の課題

はその日のうちに」を合い言葉に行ってきた丁寧な対応に

ついては、保護者から高い評価を受けている。また、小中

一貫校として様々な年間行事が大変充実していると地域・保護者に受け止められている。国際理

解教育やＩＣＴ活用、四中校区教育推進委員会やＮＰＯ法人、企業とのコラボ授業、近隣の幼稚

園・保育園との協働活動、縦割り班活動、オリンピック・パラリンピック推進教育等の中で、小

中の連携を意識してきた。さらに、ラジオ体操や「野の宴」、おもちつき会等の地域行事が、小

中の学校運営協議会、第七地区青少対、小中ＰＴＡの協力で開催され、児童・生徒の健全育成に

役立っている。そのため、「学校に楽しく通えている」「学校の雰囲気が良く、子供が生き生きと

している」「けじめのある生活ができている」「子供や教職員の様子から好ましい印象を受ける」

等の肯定的な評価が多い。また、「グローバル人材の育成」に向け、分かりやすい授業を基に、

基礎・基本を定着させる工夫や体験的な学び等、小中で「知の統合」を図り、小中一貫基準とし

ての「わけをそえて話すことができる子供の育成」を目指してきた結果、今年度の東京都の学力

テストの二教科で東京都の平均を上回ることができた。 

また、開校当初より取り組んでいる小中合同の学園会議での「教科のブリッジプログラム」や、

運動会・合唱コンクール等の行事への参加や部活動体験等の活発な活動が、中一ギャップ解消の

取組として定着してきた。隣接型小中一貫校として、無理のない、小中それぞれの良いところを

互いに取り入れながら、両方がウインウインの関係で有り続けられる取組の成果が目に見える形

になってきていることを実感できるようになった。 

第七小学校の児童にとって、常に隣に目指すべき四中生のあこがれる姿があることは、様々な

場面で今の自分を振り返り、「中学生になったら○○しよう」という、具体的な目標をもてるき

っかけとなっており、それにより、第七小学校の児童が第四中学校への進学を楽しみにするよう

になってきている。 

【今後の課題】 

「学校が変われば地域も変わる」というコンセプトのもとにつくられた小中一貫校として多く

の取組に高い評価が得られ、実際に成果が目に見える形にもなってきているが、その一方で、い

くつかの課題もある。家庭学習の定着についてはまだまだ評価が低い。また、児童・生徒の挨拶

についても、かなり改善はされているが、個人差が大きい。挨拶をされると返すことができる児

童生徒は多いが、自分から挨拶ができるようにしていきたい。そのために、学期に１回ずつ小中

それぞれの校門で小中合同の当番制による朝の挨拶運動週間の取組を行っている。小学校高学年

から中学生にかけては、恥ずかしさもあり、なかなか自分から挨拶ができない児童・生徒もいる

が、挨拶運動週間の当番になると、集団心理も手伝って、自分から積極的に挨拶ができる児童・

生徒が増えてきた。今後も、このような活動を続け、校内だけではなく、家庭や地域でも積極的

に挨拶ができる児童・生徒の育成を目指していく。これからも学校を核とした新しい地域創生が

図られつつある今の状況をさらにすすめていきたい。 

【挨拶運動でタッチをする児童と生徒】 
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（３）施設分離型小中一貫教育「第一中学校区」（第一小学校、第九小学校、第一中学校）の取組 

「合同授業研究でつながる小中一貫教育」 

ア 学校の概要 
【第一小学校】 

    第一小学校は全校児童４１３名、教職員５４名、今年１０５年目を迎えた。本校は、「心を育て、

学力を伸ばす学校」を目指し、伝統によって培われた校風、変わるべきでない伝統を守り抜き、

大切なものを守り抜くために新しいことに挑戦している。その中で、地域の幼稚園や保育園を含

めた幼保小中の連携・協力を推進し、つながりを重視した教育を行っている。また、開校１００

周年の記念として「日本に一つしかない日時計」を設置した。 

【第九小学校】 

    第九小学校は全校児童２９４名、教職員４４名、市内で最も小規模の学校である。通級指導学

級の「きこえとことばの教室」、特別支援学級「えのき」を設置している。本校は教育目標として

「学び合う子」「つながり、支え合う子」「たくましい子」を掲げている。アメリカ合衆国のシア

トル市にある「マクドナルドインターナショナルスクール」との交流を通しての異国文化理解、

また、地元の産業の「お茶作り体験」等を通しての自国文化理解を通して、活力あふれる活動を

創造する児童の育成をすすめている。 

【第一中学校】 

    第一中学校は全校生徒５３６名、教職員５４名、本年度創立７２周年を迎える。本校は「自己

を生かし、他者を生かす」生徒の育成を目標に、次のような特色ある教育活動を行っている。学

習面では英語・数学の習熟度別少人数授業や朝読書、全教室に導入されている電子黒板の活用に

よって生徒の基礎学力の定着を図っている。また、地域の方を講師として招いたチィキチィキフ

ェスティバルを行っており、村山かてうどんや着物の着付けなど、地元に根ざした講座で連携を

深めている。 

イ 施設分離型における特色ある教育活動 
    一中校区は小中一貫教育を進めるに当たり、“合同授業研究”を主として行ってきた。本校区は

施設分離型であり、日常的に小中一貫教育を意識するのは容易ではない。しかし、施設分離型の

メリットとは各校が強い独自性を打ち出しつつも、三校が共通の視点で児童・生徒を育てること

にある。そこで本校区は授業研究に重点をおき、小中で学習パターンの共通化を図ってきた。全

ての授業で「一中メソッド」という思考の枠組を設定し、意識的に取り入れるようにした。 

 

 

 

 

この小中一貫の実践の柱は、小中の教員が入り混じって、言語・理数・社会・芸術・特別支援

教育の５つの部会に分かれ年間を通して“学習指導案検討⇒研究授業⇒研究協議会”を行ってき

たことである。 

研究を進める中で、小学校と中学校の教員が教科の系統性や連続性を再認識したり、互いの学

校文化を理解し、育てたい児童・生徒像を共有したりすることができた。また管理職と研究主任

で研究プロジェクトを立ち上げ、研究の全体運営を行った。この研究の継続が教員の意識や授業

力の向上につながり、児童・生徒の学習意欲を高め、学力の伸長に寄与すると考えられる。 

    理数部会での算数・数学の実践事例を次頁に掲載する。 

 

一中 課題を 
つ か む 

自分で 
考 え る 

周りと 
深 め る 

自分で 
まとめる 
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ウ 校区での取組の成果と課題 
    一中校区では、全国サミット発表後、合同授業研究の教科を英語活動・英語とした。小・中学

校で共通の研究教科に取り組むことで、９年間を見通した教育実践をより明確に行えると考えた。 
（ア）成果 
・ 小学校の英語活動において、多様な指導方法に取り組むことで、その経験が中学校の学習で

も生かされ、コミュニケーション力の向上が図られた。 
・ 英語の楽しさを感じさせながら、自分の思いや考えを相手に伝える大切さを指導していくこ

とが、９年間を見通して、英語教育に取り組んでいく基礎であることが分かった。 
・ 同じ視点で授業実践することで、互いの認識が深まり、教員同士のコミュニケーションが図

れた。 
・ 中学生が教員補助として卒業した小学校で職場体験に取り組む中、小学生は在学当時より成

長し、大人らしくなった卒業生の姿を見て、あこがれをもつことができた。 
（イ）課題 
・ 研究教科を統一したことで、これまで以上に小・中学校のつながりが見られたが、中学校に

おいては、英語担当教員のみが研究授業を行うことになった。今後は、他教科等の学習でも系

統性や連続性を再認識し、小中一貫教育の充実を図ることが求められる。 
・ 一中校区として目指す学校像や児童・生徒像を教員同士がより共有していく必要がある。 

【第九小学校】 
単元「ひきざん（２）」１年算数 

ねらい：問題が減法の用いられる場面であることに気 

付き（求残場面）、答えの求め方を考える。 

 
 
 

【第一小学校】 
単元「図形の合同」３年算数 

ねらい：三角形の形と大きさが決まる要素の違いを押 
さえ、合同な平行四辺形の描き方を理解する。 

【第一中学校】 
単元「一次関数の利用」２年数学 

ねらい：３つの数量についてグラフを活用し、自分の言葉でその理由を説明できる。 
導入 

『蛍光灯、白熱電

球、LED どれが 

お得か考えよう』 
⇒何に着目するか

考える。…★ 

展開 
総費用 (𝑦𝑦円)を使用時間(𝑥𝑥時間)
の一次関数とみなして考える。 
⇒個人とグループで表やグラフ

を作成する。また数の範囲含

め、出た解の吟味も行う。…★ 

まとめ 
展開で行った課題解決の
過程を振り返り、どれがお
得かを説明する。 
⇒比較結果について図や 
表を利用してまとめ、 
発表する。…★ 

導入 
辺や角度の情報がない平行四辺形を考える。 
『合同な三角形の描き方を使って、平行四辺形
ABCDと合同な平行四辺形の描き方を考えよう』 

展開 
合同な平行四辺形の描き方を考え、発表する。 
⇒作図の方法を、自力解決・学び合いの活動の
中で、試行錯誤しながら検討する…★ 

導入 
問題を読み、教師が実演しながら内容を捉えさせる。
引き算になることを確認し、立式する。 

展開 
めあてを提示し、引き算の計算のやり方を考える。 
⇒ブロック操作をもとに、一人で考えさせる。 
その後、全体で発表をし、ブロックを操作 
しながら、確認する。…★ 

【中学校とのつながり】 
中２：三角形の合同、平行四辺形の性質 
中３：三角形の相似 

【小学校とのつながり】 
小６：比例・反比例の 

性質,式,グラフ 
比例の利用 

⇒数量を関数的な見方 
でとらえ、考察する。 

 

【中学校とのつながり】 
算数の加法・減法は、数概念の基本的演算であ
り、学年が上がるにつれて乗法や除法、また桁
の大小や負の数など、数の範囲が拡張されてい 
くので、ここでしっかり押さえたい。 

まとめ 
展開の中で、図形のどの部分を押さえたのか明確
にし、合同な平行四辺形の描き方を確認する。 

まとめ 
本時の学習で分かったことや気付いたことを発
表した後、学習問題を提示して、次時につなげる。 

 

★…授業で取り入れた言語活動 
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（４）施設分離型小中一貫教育「第三中学校区」（第三小学校、雷塚小学校、第三中学校）の取組 

「合同研究授業でつながる小中一貫教育の推進」 

ア 学校の概要 
【第三小学校】 

第三小学校は、全校児童４７０名、全教職員４６名、本年度創立５６年目を迎える。本校では、

主体的に学び合う学校、心と体を育てる学校、地域と共に歩む学校を目指している。地域のよさ

を生かした特色ある教育活動としては、ヤングアメリカンズ（第６学年）、丘の上キャンプ、水

田教室（第５学年）、村山紬体験（第４学年）、手話教室（第３学年）、消防写生会、町たんけん

（第１学年・第２学年）などが挙げられる。計画的に地域の教育ボランティアや各種専門家の協

力を得て、地域が誇りに思える子供の育成に取り組んでいる。 

【雷塚小学校】 

 雷塚小学校は、通常学級３６８名、ひまわり学級（特別支援学級）４１名の全校児童数４０

９名、全教職員数４８名の学校である。平成１０年度に第五小学校と第六小学校が統合して雷塚

小学校となり、今年度は開校２０周年の節目を迎えた。本校は、低学年から外国語に触れ、校内

研究を中心に学校全体で外国語教育を推進している。また、タブレット PC などを活用した ICT

教育に取り組み、学力を向上させるための授業改善を行っている。さらに、登下校の見守り隊や

学校教育ボランティア、総合防災訓練など、学校運営協議会を中心として、日頃から地域と関わ

り、子供たちの健全育成に努めている。 

【第三中学校】 

第三中学校は、全校生徒数３６２名、全教職員数４１名、本年度創立４３年目を迎える。本校

では、「三中スタンダード」（①ICT の活用、②学び合い活動、③言語活動の充実）による授業の

充実、大縄飛び等、体を鍛えるミニオリンピック、自分で弁当を作る食育の日を行っている。ま

た、ひまわり種まきボランティアや１学年の横田ミドルスクールとの交流、２学年の職場体験、

地域の方による３年生の面接など、地域とのつながりを大切にしながら、体験を通して個の成長

を促す取組を行っている。 

イ 三中校区での特色ある教育活動 
（ア）小中一貫した英語教育の実践 

第三小学校、雷塚小学校、第三中学校、都立上水高等学校の４校は、平成２７年度より平成

２９年度まで、文部科学省「英語教育強化地域拠点事業」の指定を受け、４校で連携しながら

研究を進めてきた。研究では、授業公開と授業参観、授業後の意見交換会を実施し、指導方法、

評価方法の改善、指導力向上に係る協議を行った。以上の取組を通して、各校の連携した英語

教育に効果があることが検証された。この成果をもとに、平成３０年度では中学校の英語科の

教員が、三中校区の第三小学校、雷塚小学校の英語活動の授業に参加して、指導等の活動を行

っている。児童への英語の指導のみならず、小学校の教員と協働して授業研究や成果の検証を

行うことにより、質の高い英語教育を実践すると共に、９年間の継続した指導の成果を生み出

しつつある。 

 

 

 

 

 

 

第三小学校         雷塚小学校         第三中学校 
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（イ）三中校区合同研修会 

     第三小学校、第三中学校における

授業実践交流会に際し、三中校区全

体で指導案を検討する合同研修会を

開催した。研修会は、各教科に別れ

て検討を重ね、指導案の改善の他、

発達段階に応じた指導法の紹介や工夫改善の取組について、活発な意見交換が行われた。この

成果をもとに、各授業実践交流会には三中校区の教員が全員参加し、研究分科会で更なる研修

を深めることができた。 

（ウ）第三中校区教育推進協議会としての取組、各校コミュニティ・スクールとしての取組 

学校・地域・家庭の代表者による第三中学校区教育推進協議会を組織し、年３回の定例会を

もとに様々な交流体験活動を行い、小・中学校の健全育成、地域との絆の深める活動を推進し

ている。最大の行事である「ふれあいフェスティバル」では、地域の方々を講師として招き、

三中校区の小６、中２の児童・生徒が各講座で体験活動を行っている。また、各校コミュニテ

ィ・スクールにおいても、地域の特色を生かした様々な活動に取り組んでいる。 
 
 
 
 
 
 
三小（丘の上キャンプ）   雷塚小（総合防災訓練）  三中（ふれあいフェスティバル） 

ウ 三中校区の取組の成果と課題 
（ア）英語科の連携の成果については、様々なアクティビティを通して、どの学年も発話量が多く

なり、外国語活動に意欲的に取り組んでいる。小学校では、英語活動支援員、ＡＬＴ、中学校

英語科教諭と各担任が事前に細かい打ち合わせを行っているため、学級担任が主指導者となり、

主体的に外国語の授業に取り組むようになった。中学１年生では、小学校６年生の時から指導

を受けてきた教員の指導により、授業にも慣れ、積極的な授業参加の様子が見られている。今

後も、小中の連携方法に工夫改善を重ねながら、より効果的な授業実践が行われるようにする

ことが課題である。 
（イ）合同研修会では、指導案検討を通して校種の違いによる考え方や指導方法の違いを学ぶとと

もに、ICT の活用という視点で、指導案の工夫改善を行うことができた。これをもとにした授

業実践交流会では、指導案検討の成果について活発な意見交換を行った。小中の教員が様々な

視点から意見交換と共通理解を促す良い場となった。この成果は、授業のみならず、健全育成

や地域との関わり合いについても交流の場を拡げることが大切であると考えている。また、合

同研修会では、１１月に行われる「ふれあいフェスティバル」について、講師も交えての打合

せを行った。地域から招いている講師との事前協議を通して、フェスティバルを支障なく行う

準備と、小中の教員の役割分担等を明確にし、協働して開催する準備を整えることができた。 

（ウ）第三中学校区教育推進協議会では、保護者も参加できる「いのちの標語」の制作を通して、

人権の大切さ、思いやりの心を育てる機会とした。「ふれあいフェスティバル」では、小学生、

中学生が、地域の講師から学び、異年齢集団での体験活動を通して、地域との絆を深めること

ができた。また、キャリア教育の一環として、三小、雷塚小の６年生と第三中学校３年生の交

流を行った。 
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（５）施設分離型小中一貫教育「第五中学校区」（第二小学校、第八小学校、第十小学校、第五中学

校）の取組   「自らの将来を自ら切り拓く力の育成」 

ア 第五中学校区の概要 

本校区は学校・家庭・地域が強い「絆」で結ばれ、子供たちは落ち着い

た環境の中で伸び伸びと生活をしている。この４校の児童・生徒数は、市

内全体の約４割を占める大規模な校区である。 

イ 施設分離型を生かした特色ある教育活動 

（ア）はじめに 
第五中学校区の大きな特色ある教育活動は、「自らの将来を自ら切り拓

く力の育成」を目指し、本校区４校の教職員が合同研究を通して、「五中

校区スタンダード」を完成し、検証し、改善を続けていることである。 
（イ）これまでの主な取組 

第五中学校区は、平成２３・２４・２５年度の３年間、東京都教育委員会・武蔵村山市教育

委員会『言語能力向上推進事業』の指定校を受けた。各校での研究を中心としながら、４校

の合同研究を通して、第五中学校を卒業する姿を思い描き、目指す児童・生徒像「考えを深

めたり高めたりする児童・生徒」を掲げて研究を推進してきた。今日までの本校区の研究の

ベースは、ここにある。 
① 平成２３年度 

下記のような第五中学校区の児童・生徒の課題を共有するために、８月に４校の全教員が

参加した合同研究会を開催した。本校区の児童・生徒の課題から目指す児童・生徒像「考え

を深めたり高めたりする児童・生徒」を掲げ、各校で校内研究会を中心に実践を積み重ねた。 
【本校区の児童・生徒の主な課題】 
・ 自分の思いを表現すること（話すことや書くこと）が苦手な児童・生徒が多い。 
・ 少人数グループでは話すことができるが、全体の前ではうまく話すことができない。 
・ 語彙力、表現力が乏しく、スピーチや作文において「まとめる力」が低い。 
・ 多面的に考えることが苦手である。 

また、この合同研修会では目指す児童・生徒像を達成するための方策として、各校の研究

教科等における「五中校区スタンダード」を作成した。 
② 平成２４・２５年度 

中間及び最終報告会の実施：公開授業・報告会 
③ 平成２６年度 

平成２３年度に作成した「五中校区スタンダード」を基に、すべての教科領域における

「五中校区スタンダード」を作成し、以下の１３の分科会を立ち上げ検討を行った。 
国語 社会 算数・数学 理科 音楽 図画工作・美術 技術・家庭 保健体育(体育) 
保健体育(保健) 外国語活動・英語 道徳 特別活動(児童会・生徒会) 読書活動 

④ 平成２７・２８年度 
平成２６年度に作成した各教科領域における「五中校区スタンダード」を基に、１３の全

分科会で検証授業として研究授業を行った。 
（前年度末…全１３分科会の検証授業を行う担当校を割り当て、決定する。） 

(ｱ) 第１回（４月下旬）…第五中学校区研究会にて、分科会ごとに指導案を検討する。 

(ｲ) 第２回（６月上旬）…分科会ごとに検証授業と協議会を行い、「五中校区スタンダー

ド」と授業の双方を検討する。 

(ｳ) 第３回（８月下旬）…年度の研究と「五中校区スタンダード」の改善をまとめる。 

第五中学校区シンボルマーク 

縦に流れる青と水色の４本の

帯は、それぞれの学校を表して

いる。一つ一つの流れは細い

が、４本集まれば大きな川とな

り、それが大海原に注ぎ、さら

に大きく発展する様を表してい

る。 
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⑤ 平成２９・３０年度 
上記④同様、各分科会の

「五中校区スタンダード」を

基にした検証授業と検討を重

ねた。この２年間の特筆すべ

きは、本スタンダードに「人

権教育において育てていきた

い資質や能力」の項目を新た

に設けて研究に取り組んでい

ることである。 
これは、第五中学校が平成

２９年度より「東京都人権尊重

教育推進校」として「自尊感情

の高揚」を目指し、校区全体として「自他を大切にする」児童・生徒の育成を推進している

ことの現れである。 
ウ 校区での取組の成果と課題 

（ア）成果 
① 「人間力」育成への絶対条件 ～教師力の向上～      （プロジェクト⑤） 

「五中校区スタンダード」を軸に全１３分科会が共通の項目からなる指導案を立て、検証

授業を行っている。このことにより、教科・領域等は違えども、本校区の教員は本校区共通

の「小中一貫教育」と向き合っている。また、目の前にいる児童・生徒の過去あるいは

未来へのつながりを念頭においた指導の改善への意識が高い。授業改善面では、系統

性を重視した授業・話し合い活動の導入・各学年における学力の定着等、生活指導面

では、授業規律・言葉遣い・身だしなみ等に共通理解がなされている。 
② 対人関係力 ～豊かな心～                （プロジェクト②） 

本校区において、第五中学校区学校運営協議会主催「みんなの音楽会」、青少年対策委員

会主催「みかん狩り」、クリーン作戦…二小、管楽器指導…八小、夏のラジオ体操…十小、

等を通して、中学生と小学生との交流が地域の中で行われている。言動を通して、微笑まし

い関係が見られる。 
（イ）課題 

① 知的能力 ～確かな学力～                （プロジェクト①） 
「小中一貫教育」を軸に、本校区の全教員の意識改善を図ることが必須である。つまり、

校区の小学校１年生から中学校３年生までが同時に身に付けるべき共通の『資質・能力』に

目を向け、「何のための小中一貫教育なのか」の『何のための』を共通認識することである。 
② 各校での実践を『人間力』の育成の観点でつなぎ直すこと 
(ｱ) 自己制御力 ～志～                  （プロジェクト③） 

     各学校で実践している第４学年「二分の一成人式」、第６学年「卒業関連行事」、中学

校第２学年「立志式」等、『将来に向けた目標や志』で貫く内容を意識的に設ける。年度

の初めに各校の担当者会議を開き、場面と内容を共通理解する。 
(ｲ) 中１ギャップへの支援 ～不安や心理的な負担～     （プロジェクト④） 

     本校区の第６学年児童・第１学年生徒のアンケート結果、不安に思うこと・不安だった

ことの第１位は共に「勉強」である。既に、「五中サミット」等、児童・生徒間の交流が

ある中で、新たに中学校教員による６年生向けの「授業体験」の機会を検討したい。 

「五中校区スタンダード」（例 算数・数学分科会） 

平成２９年度より「人権教育において育てていきたい資質や能力」を表中の下方に設け

た。五中校区の合同研究会を行い、適宜スタンダードの見直し、修正を加えている。 
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（６）成果指標の比較 

確かな学力の定着の一つの指標である「学力調査」及び「中学校・高等学校等への

進学実績」、中１ギャップへの支援としての効果を図る一つの指標である「不登校率」

について、小中一貫校開校前の平成２０年度を基準とし、平成２４年度及び平成２９

年度の経年比較を行う。 
 

  ア 学力調査の結果 
各学力調査等の結果について、本市の平均正答率を全国又は東京都の平均正答率

で割り、１００をかけたものを充足率とし、問題の難易度に左右されない学力調査

結果の比較指標として活用することとした。 
(ｱ) 全国学力・学習状況調査 

  平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度 

国語Ａ 
小学校６年 ８８．５ ９２．９ ８９．５ 

中学校３年 ９４．７ ８９．４ ８７．３ 

国語Ｂ 
小学校６年 ８６．８   ７８．９ ８３．０  

中学校３年 ８８．５  ８３．９ ８０．８  

算数Ａ 小学校６年 ９０．０  ８６．９ ８８．２  

数学Ａ 中学校３年 ８３．０  ７９．３ ８０．０  

算数Ｂ 小学校６年 ８７．２  ８６．１ ７８．５  

数学Ｂ 中学校３年 ７９．０  ６８．８ ７５．２  

※ 表の数値は、対都充足率を示している。 

 

(ｲ) 東京都教育委員会「児童・生徒の学力向上を図るための調査」 

  平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度 

国語 
小学校５年 － ９０．５  ８６．７  

中学校２年 － ９７．０  １０８．８  

社会 
小学校５年 － ８４．８  ８６．４  

中学校２年 － ８９．０  ８６．６  

算数・

数学 

小学校５年 － ８３．９  ７７．３  

中学校２年 － ８３．８  ８２．９  

理科 
小学校５年 － ９１．５  ８９．８  

中学校２年 － ８６．３  １０１．２  

英語 中学校２年 － ８４．２  ９４．９  

※ 平成２０年度東京都教育委員会「児童・生徒の学力向上を図るための調査」

は、問題解決能力等に関する調査であったため、各教科のデータがない。 

※ 表の数値は、対都充足率を示している。 
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      グラフ１ 東京都「児童・生徒の学力向上を図るための調査」経年変化  

 

(ｳ) 武蔵村山市教育委員会「児童・生徒の学力向上を図るための調査」 

  平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度 

国語 
小学校３年 ９４．９ ９０．０ － 

中学校１年 ９６．３ ９５．６ ９３．３ 

算数・ 

数学 

小学校３年 １０４．９ ９６．３ － 

中学校１年 ９６．９ ９５．８ ９１．１ 

※ 小学校３年生対象の武蔵村山市教育委員会「児童・生徒の学力向上を図る

ための調査」は、平成２８年度実施を最後に終了したため、平成２９年度の

データがない。 

※ 表の数値は、対国（正答期待値）充足率を示している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      グラフ２ 武蔵村山市「児童・生徒の学力向上を図るための調査」経年変化  
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  イ 中学校・高等学校等への進学実績 
小学校から私立又は国公立中学校への進学、中学校から東京都立高等学校のうち

「進学指導重点校」「進学指導特別推進校」「進学指導推進校」への進学について、

進学児童数を総児童数で割った値に１００をかけたものを進学率として、平年比較

を行う。 
(ｱ) 小学校から私学等への進学 

 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度 

進学児童数  ３３人  ３１人  ３６人 
総児童数 ５８１人 ６４５人 ６４４人 
進学率 ５．７％ ４．８％ ５．６％ 

(ｲ) 中学校から進学指導重点校等への進学 

 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度 

進学生徒数  １５人  ３１人  ２８人 
総生徒数 ４１１人 ４６３人 ５３７人 
進学率 ３．４％ ６．７％ ５．２％ 

※ 「進学指導重点校」 
 日比谷、西、国立、八王子東、戸山、青山、立川 

※ 「進学指導特別推進校」 
 小山台、駒場、新宿、町田、国分寺、国際、小松川 

※ 「進学指導推進校」 
 三田、豊多摩、竹早、北園、墨田川、城東、武蔵野北、小金井北、江北 
 江戸川、日野台、調布北、多摩科学技術 

 
  ウ 不登校児童・生徒の推移 

 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度 

小学校 

不登校児童数
（人） １８ ２５ １８ 
児童数 
（人） ４，２６０ ４，６３２ ４，４０６ 

不登校率 
（％） ０．４２ ０．５４ ０．４１ 

中学校 

不登校生徒数 
（人） ８２ ４８ ８９ 
生徒数 
（人） １，９２１ １，９９９ ２，１６１ 

不登校率 
（％） ４．２７ ２．４０ ４．１２ 

全体 

不登校児童・ 
生徒数（人） １００ ７３ １０７ 
児童・生徒数 

（人） ６，１８１ ６，６３１ ６，５６７ 
不登校率 
（％） １．６２ １．１０ １．６３ 
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エ 暴力行為の発生件数（問題行動等調査の結果） 

  平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度 

小学校 

対教師暴力（件） ０ ０ ０ 
生徒間暴力（件） ０ ０ １ 
対人暴力（件） １ ０ ０ 
器物損壊（件） ０ ０ ０ 
合計（件） １ ０ １ 

中学校 

対教師暴力（件） ７ ９ １ 
生徒間暴力（件） １６ １３ ４ 
対人暴力（件） ３ ０ ０ 
器物損壊（件） ６ １２ ２ 
合計（件） ３２ ２７ ７ 

全体 

対教師暴力（件） ７ ９ １ 
生徒間暴力（件） １６ １３ ５ 
対人暴力（件） ４ ０ ０ 
器物損壊（件） ６ １２ ２ 
合計（件） ３３ ３４ ８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフ３ 武蔵村山市立小・中学校における不登校率の推移  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフ４ 武蔵村山市立小・中学校における暴力行為の推移 
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２ 武蔵村山市の小中一貫教育の検証 

（１）検証の目的 

武蔵村山市における小中連携教育の推進の発信校という役割を担った小中一貫校村

山学園の開校年度に入学した児童が、平成３１年３月末、小中一貫校村山学園の最高

学年として卒業を迎えた。これを機に、今後の武蔵村山市の教育の充実に資すること

を目的として、武蔵村山市全体で進めてきた小中一貫教育の成果と課題を検証する。 
（２）検証の概要 

   武蔵村山市の小中一貫教育及び小中一貫校村山学園の検証は、平成２５年６月に武

蔵村山市立小中一貫校村山学園検証委員会が作成した「武蔵村山市立小中一貫校村山

学園の実践に関する検証報告書」における検証項目に基づいて作成し、市全体の傾向

と比較並びに小中一貫校村山学園の経年比較を実施することとした。 
項目は、「１ 児童・生徒の実態」「２ 接続期（６・７年生）の実態」「３ 教員の

意識」「４ 保護者・地域の意識」に分類し、児童・生徒、保護者、地域住民及び教職

員を対象とした調査を実施した。 
 

（３）検証データの収集方法と実施期日 

対象 実施時期 配布数 回答数 回収率 

児 童 
３～６年生 

平成３０年 
６月７日 

～８月３日 

3,011 2,923 97.1％ 

６年生 734 756 97.1％ 

生 徒 
７～９年生 2,200 2,058 93.6％ 

７年生（中学１年生） 731 694 94.9％ 

保 護 者 家庭数 4,441 2,047 46.1％ 

地 域 学校運営協議会 222 86 38.7％ 

教 員 全員 366 269 73.5％ 

 
（４）児童・生徒アンケートの結果 

市内全小・中学校児童（３～６年）・生徒（１～３年）を対象とし、以下の項目につ

いて意識調査を行った。 
表は、質問項目ごとに、「そう思う」を４ポイント、「だいたいそう思う」を３ポイ

ント、「あまりそう思わない」を２ポイント、「そう思わない」を１ポイントとして、

平均ポイントを算出したものである。 
なお、比較表は「ア 小・中学校における比較」「イ 小中一貫教育３つの型による

比較」「ウ 中学校区における比較」を作成した。 
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ア 小・中学校における比較 

NO. 質問 小全体 中全体 全体 

1 
勉強したことが分かる(小) 

学習したことが分かる(中) 
3.30  3.08  3.21  

2 学校に行くのが楽しい。 3.25  3.10  3.19  

3 
行事や集会などに楽しく参加している（小） 

運動会や合唱コンクールなどの行事に、積極的に参加して

いる(中) 

3.18  3.39  3.27  

4 
たくさん本を読んでいる(小) 

読書量は多い(中) 
2.95  2.25  2.66  

5 学校・学級のきまりを守って生活している。 3.29  3.33  3.31  

6 進んであいさつをしている。 3.30  3.19  3.25  

7 時と場に応じた正しい言葉遣いをしている。 3.19  3.33  3.25  

8 
授業が始まる前に、教科書やノートなど、授業で使うもの

を用意している。 
3.09  3.26  3.16  

9 
教科書・ノートなど、授業で使うものを忘れずに持ってき

ている。 
3.22  3.27  3.24  

10 宿題や家庭学習をしっかりとやっている。 3.38  3.01  3.23  

11 
友達と仲良く遊んだり勉強したりしている(小) 

学校での友人関係は良好だと思う(中) 
3.60  3.38  3.50  

12 学校には仲の良い友達がいる。 3.82  3.67  3.76  

13 
困っていることなどがあったら、先生や友達に相談してい

る。 
3.03  2.87  2.96  

14 先生は私のことを分かってくれている。 3.17  2.77  3.01  

15 先生は悩みや相談をよく聞いてくれる。 3.14  2.72  2.97  

16 地域の行事に進んで参加している。 2.80  2.47  2.66  

17 家の人といろいろな話をしている。 3.54  3.22  3.41  

18 交通ルールを守り、安全に気を付けて登下校している。 3.65  3.48  3.58  

19 
将来したいこと、ついてみたい職業、仕事などの夢があ

る。 
3.49  3.01  3.29  
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イ 小中一貫教育３つの型による比較 
NO. 質問 施設一体型 施設隣接型 施設分離型 

1 
勉強したことが分かる(小) 

学習したことが分かる(中) 
3.21  3.28  3.19  

2 学校に行くのが楽しい。 3.19  3.23  3.18  

3 
行事や集会などに楽しく参加している（小） 

運動会や合唱コンクールなどの行事に、積極的に参加し

ている(中) 

3.17  3.39  3.25  

4 
たくさん本を読んでいる(小) 

読書量は多い(中) 
2.57  2.75  2.65  

5 学校・学級のきまりを守って生活している。 3.27  3.36  3.30  

6 進んであいさつをしている。 3.26  3.29  3.25  

7 時と場に応じた正しい言葉遣いをしている。 3.13  3.32  3.25  

8 
授業が始まる前に、教科書やノートなど、授業で使うも

のを用意している。 
3.24  3.21  3.14  

9 
教科書・ノートなど、授業で使うものを忘れずに持って

きている。 
3.23  3.29  3.24  

10 宿題や家庭学習をしっかりとやっている。 3.11  3.41  3.21  

11 
友達と仲良く遊んだり勉強したりしている(小) 

学校での友人関係は良好だと思う(中) 
3.46  3.56  3.50  

12 学校には仲の良い友達がいる。 3.71  3.81  3.75  

13 
困っていることなどがあったら、先生や友達に相談して

いる。 
2.94  3.01  2.96  

14 先生は私のことを分かってくれている。 2.96  3.06  3.00  

15 先生は悩みや相談をよく聞いてくれる。 2.95  2.97  2.97  

16 地域の行事に進んで参加している。 2.59  2.50  2.71  

17 家の人といろいろな話をしている。 3.37  3.49  3.40  

18 交通ルールを守り、安全に気を付けて登下校している。 3.56  3.60  3.58  

19 
将来したいこと、ついてみたい職業、仕事などの夢があ

る。 
3.34  3.31  3.28  
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ウ 中学校区における比較 
NO. 質問 村山学園 大南学園 一中校区 三中校区 五中校区 

1 
勉強したことが分かる(小) 

学習したことが分かる(中) 
3.21  3.28  3.20  3.29  3.13  

2 学校に行くのが楽しい。 3.19  3.23  3.23  3.28  3.10  

3 
行事や集会などに楽しく参加している（小） 

運動会や合唱コンクールなどの行事に、積極的

に参加している(中) 

3.17  3.39  3.25  3.36  3.20  

4 
たくさん本を読んでいる(小) 

読書量は多い(中) 
2.57  2.75  2.55  2.76  2.65  

5 
学校・学級のきまりを守って生活してい

る。 
3.27  3.36  3.35  3.35  3.26  

6 進んであいさつをしている。 3.26  3.29  3.29  3.28  3.20  

7 
時と場に応じた正しい言葉遣いをしてい

る。 
3.13  3.32  3.26  3.33  3.20  

8 
授業が始まる前に、教科書やノートなど、

授業で使うものを用意している。 
3.24  3.21  3.24  3.22  3.04  

9 
教科書・ノートなど、授業で使うものを忘

れずに持ってきている。 
3.23  3.29  3.20  3.25  3.25  

10 宿題や家庭学習をしっかりとやっている。 3.11  3.41  3.14  3.32  3.18  

11 
友達と仲良く遊んだり勉強したりしている

(小) 

学校での友人関係は良好だと思う(中) 

3.46  3.56  3.47  3.57  3.47  

12 学校には仲の良い友達がいる。 3.71  3.81  3.72  3.78  3.75  

13 
困っていることなどがあったら、先生や友

達に相談している。 
2.94  3.01  2.91  2.98  2.97  

14 先生は私のことを分かってくれている。 2.96  3.06  3.07  3.03  2.95  

15 先生は悩みや相談をよく聞いてくれる。 2.95  2.97  3.00  2.96  2.95  

16 地域の行事に進んで参加している。 2.59  2.50  2.72  2.80  2.65  

17 家の人といろいろな話をしている。 3.37  3.49  3.38  3.46  3.38  

18 
交通ルールを守り、安全に気を付けて登下

校している。 
3.56  3.60  3.57  3.61  3.57  

19 
将来したいこと、ついてみたい職業、仕事

などの夢がある。 
3.34  3.31  3.27  3.31  3.27  
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（５）接続期（６・７年生）アンケートの結果 

市内全小学校６年児童及び市内全中学校１年生徒を対象とし、以下の項目について

意識調査を行った。 
 

ア 小学校６年生アンケートの結果 
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【主な意見等】 
 学習・行事等 対人関係 志・進路 その他 

施設一体型 

■  勉強が楽に

なってほしい。 
■  部活が楽し

み（今の部活の

種目より多く

してほしい。） 

■  新しい友達

を作ること 
 ■  中学校が楽

しみ 

施設隣接型 

■  運動会とか

いろいろな行

事・スポーツ 
■  運動会の競

技で新記録を

取りたい。 

  ■  学校の中を

探検する。 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

■  ダンス部を

つくりたい。 
■  遊ぶ時間の

大部分を勉強

などに向ける

ように頑張る。 
■ 運動会 

■ 敬語や先輩 
■  先生との交

流 

■  志望高校に

行けるかどう

か 

■  クラブチー

ムに入りたい。 
■ シャーペン 
■ 給食 
■ 遊び 

三 中 
校 区 

■  歴史の勉強

■ イベント 
■  勉強する環

境が変わるこ

と 
■ 学校行事、委

員会活動 

■  障害がある

中学生との交

流 
■  幼稚園の時

の友人に会え

るかもしれな

いから 

  

五 中 
校 区 

■  学校での行

事（合唱コンク

ール） 
■ 部活動 
■ 家庭学習 
■  中学校の図

書室で読んだ

ことない本を

たくさん読む

こと 

■  上級生や幼

稚園の時の友

人、習い事の友

達、同じ学年や

クラスの友達

との交流 
■  喧嘩をしな

いこと、毎日笑

顔になること 
■  いろいろな

人と仲よくす

ること  

 ■  習い事を続

けること 
■  部活とは別

のスポーツを

すること 
■  兄と一緒に

通えること 
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【主な意見等】 
 
 

２ 来年の４月から７年生（中学生）になりますが、何か、心配に思うこと（不安に思
うこと）はありますか。３つまで選んで○をつけてください。 
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と
の
交
流

⑧
小
学
校
時
の
友
人
と
の

交
流

⑨
新
し
い
友
人
と
の
交
流

無
回
答

施設一体型 施設隣接型 施設分離型

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

①
勉
強

②
部
活
動

③
習
い
事
（塾
な
ど
で
の

学
習
）

④
将
来
の
進
路

⑤
き
ま
り
を
守
る

⑥
先
生
と
の
交
流

⑦
上
級
生
と
の
交
流

⑧
小
学
校
時
の
友
人
と
の

交
流

⑨
新
し
い
友
人
と
の
交
流

無
回
答

村山学園 大南学園 一中校区 三中校区 五中校区
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【主な意見等】 
 学習・行事等 対人関係 志・進路 その他 

施設一体型 

■  勉強につい

ていけなさそ

う。 
■  学力をもう

少し上げてほ

しい。勉強態度

が少し悪い。 
■  勉強と部活

動の両立が心

配 

■  クラスにな

じめるか心配 
■  中学生にな

って友達がで

きるか不安 
■  ６年生の間

に、中学の先生

と関わりたい。 

  

施設隣接型 

 ■ いじめ 
■ 上級生、新し

い友人との交

流 

  

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

 ■ いじめ 
■  小学校で仲

の悪い子との

関係 

■ 将来の進路 ■ スポーツ 
 

三 中 
校 区 

 ■ いじめ、暴力 
■  クラスの場

所、専科の場所

を覚えられる

かどうか。 

 ■ 遊ぶ時間 

五 中 
校 区 

■  自分が入り

たい部活に入

れるか 
■  体育の学習

内容 

■  友達ができ

るか 
■  みんなが優

しくしてくれ

るか 
■  周りでいじ

めが起きない

か 
■  小学校が同

じだった友達

と同じクラス

にれるか 

■ 将来の進路 ■  学校に慣れ

るか 
■  時と場に応

じた言葉遣い

ができるか 
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イ 中学校１年生アンケートの結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１ 今年の４月に７年生（中学生）になりました。７年生（中学生）になる前に、期待
していたこと（頑張りたいこと）は、ありましたか。３つまで選んで○をつけてくだ
さい。 

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

①
勉
強

②
部
活
動

③
習
い
事
（塾
な
ど
で
の
学

習
）

④
将
来
の
進
路

⑤
き
ま
り
を
守
る

⑥
先
生
と
の
交
流

⑦
上
級
生
と
の
交
流

⑧
小
学
校
時
の
友
人
と
の

交
流

⑨
新
し
い
友
人
と
の
交
流

無
回
答

市内中学１年生全体

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

(40.0%)

①
勉
強

②
部
活
動

③
習
い
事
（塾
な
ど
で
の

学
習
）

④
将
来
の
進
路

⑤
き
ま
り
を
守
る

⑥
先
生
と
の
交
流

⑦
上
級
生
と
の
交
流

⑧
小
学
校
時
の
友
人
と
の

交
流

⑨
新
し
い
友
人
と
の
交
流

無
回
答

施設一体型 施設隣接型 施設分離型

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

①
勉
強

②
部
活
動

③
習
い
事
（塾
な
ど
で
の

学
習
）

④
将
来
の
進
路

⑤
き
ま
り
を
守
る

⑥
先
生
と
の
交
流

⑦
上
級
生
と
の
交
流

⑧
小
学
校
時
の
友
人
と
の

交
流

⑨
新
し
い
友
人
と
の
交
流

無
回
答

村山学園 大南学園 一中校区 三中校区 五中校区
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【主な意見等】 
 学習・行事等 対人関係 志・進路 その他 

施設一体型    ■  きまりを守

る。 

施設隣接型 

■  合唱コンク

ール等の行事、

図書室 
■  委員会活動

での取組 

■ 友人関係 
■  新しいクラ

ス 

■  いい先輩に

なること 
 

■  部活動と勉

強を両立でき

るように頑張

りたい。 
■  習い事のス

ポーツ 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

■  スキー教室

などの行事や

委員会 
■  授業をしっ

かりと受ける。 

■ 新しい環境 
■ 先輩、友人、

新しい友人と

の交流 

■  しっかりと

挨拶をするこ

と 
■  寝坊をしな

い。 

■  家での手伝

い 
■ 習い事（塾と

学校の両立） 
■ 制服 

三 中 
校 区 

■  運動会など

の行事や委員

会 
■ 勉強 

■  違う学校の

人と友達にな

る。 

■ 夢との両立 
■ 高校に行く。 

■  楽しみがな

かった。 

五 中 
校 区 

■ テスト勉強 
■  行事への本

気の取組 
■  本格的な委

員会活動 

■  上級生との

交流 
■  できないこ

とを減らすこ

と 

■ 担任の性別 
■ 習い事 
■ 制服 
■ ジャージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 今年の４月に７年生（中学生）になりました。７年生（中学生）になる前に、心配
していたこと（不安だったこと）は、ありましたか。３つまで選んで○をつけてくだ
さい。 

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

①
勉
強

②
部
活
動

③
習
い
事
（塾
な
ど
で
の
学
習
）

④
将
来
の
進
路

⑤
き
ま
り
を
守
る

⑥
先
生
と
の
交
流

⑦
上
級
生
と
の
交
流

⑧
小
学
校
時
の
友
人
と
の
交
流

⑨
新
し
い
友
人
と
の
交
流

無
回
答

市内中学１年生全体
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【主な意見等】 
 学習・行事等 対人関係 志・進路 その他 

施設一体型    ■  きまりを守

れるか。 

施設隣接型 

■ 塾など、勉強

の習い事をし

ていないので、

勉強について

いけるか、いつ

か入る塾はど

うしようか。 

■ 友人関係 
■  いじめ等の

トラブル 

 ■  新しいクラ

スになじむ。 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

 ■  しっかり挨

拶できるのか。 
■ 友達、先生と

の交流や上級

生との交流 

 ■ 通学路 
■ 提出物 
■  塾と学校の

両立 

三 中 
校 区 

■  授業中の挙

手のこと 
   

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

①
勉
強

②
部
活
動

③
習
い
事
（塾
な
ど
で
の

学
習
）

④
将
来
の
進
路

⑤
き
ま
り
を
守
る

⑥
先
生
と
の
交
流

⑦
上
級
生
と
の
交
流

⑧
小
学
校
時
の
友
人
と
の

交
流

⑨
新
し
い
友
人
と
の
交
流

無
回
答

施設一体型 施設隣接型 施設分離型

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

①
勉
強

②
部
活
動

③
習
い
事
（塾
な
ど
で
の

学
習
）

④
将
来
の
進
路

⑤
き
ま
り
を
守
る

⑥
先
生
と
の
交
流

⑦
上
級
生
と
の
交
流

⑧
小
学
校
時
の
友
人
と
の

交
流

⑨
新
し
い
友
人
と
の
交
流

無
回
答

村山学園 大南学園 一中校区 三中校区 五中校区
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 学習・行事等 対人関係 志・進路 その他 

五 中 
校 区 

■  テストの成

績 
■  クラスメイ

トとの関係 
■  いじめやか

らかい 

 ■  学校そのも

のに対する恐

怖心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【主な意見等】 
【主な意見等】 
 学習・行事等 対人関係 志・進路 その他 

施設一体型 

■  部活動がま

だ決まってい

ないこと。 
■ 時々、授業で

ついていけな

いときがある。 
■  部活動と勉

強の両立 
 

■ 友達関係 
■  部活動で上

級生に話すこ

と 
■  友達とのけ

んかが増えた。 
 

 ■ 規則 
■  部活に必要

な荷物が多く、

困っている。 

施設隣接型 

■  勉強が分か

らない。授業に

ついていけな

い。 
 

■ 友人関係 
■ 上下関係 
■  他の学校の

子と仲良くで

きるかどうか。 

 ■  勉強と習い

事の両立が難

しい。 
 
 

３ ７年生（中学生）になる前に、心配していたこと（不安だったこと）は解決しまし
たか。いずれかに○をつけてください。 

(80.2%)

(67.5%)

(76.1%)

(14.5%)

(23.1%)

(14.9%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

①勉強 ②部活動 無回答

(82.3%)

(78.7%)

(79.2%)

(67.5%)

(76.1%)

(16.7%)

(12.6%)

(13.7%)

(23.1%)

(14.9%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

解決した 解決していない 無回答
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 学習・行事等 対人関係 志・進路 その他 
■ 時間がなく、

勉強時間が取

れなくて授業

の復習ができ

ないこと 
■  部活動が忙

しく、勉強との

両立がうまく

できていない。 

■  部活の先輩

が怖い。退部を

考えている人

が多い。 

■  休み時間が

少ない。外で遊

ぶ時などがほ

しい。 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

■  授業の進み

が早い。 
■  部活動の日

数が多く、時間

が長い 
■  クラスがう

るさい 
■  チャイム前

着席 

■ 友人関係 
■  先生との関

わり 

 ■  持ち物が多

い。 
■  時間と体調

の管理 
■  先生への失

礼な言葉遣い 

三 中 
校 区 

■  授業につい

ていけない。 
■  先輩との交

流 
■  クラスに信

頼できる友達

がいない。周り

になじめない。 

 ■  休み時間が

短い。 

五 中 
校 区 

■  授業が早く

進むこと。おい

ていかれるこ

とがある。 
■  授業中うる

さいこと 
■  図書の時間

がないこと 
■  勉強法がよ

く分からない

こと 

■  変な違う名

前で呼ばれ笑

われること 
■  先生との関

わり方が分か

らないこと 
■  コミュニケ

ーションを取

れない友達が

いること 
■  部活動での

上級生や同級

生からの視線 

■ 進路、将来の

夢が決まって

いないこと 
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（６）教員アンケートの結果 

市内全小・中学校教員を対象とし、以下の項目について意識調査を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 小中一貫教育を通して、児童（生徒）の姿から、これまで自分が抱いていた児童像
（生徒像）に変化や新たな気付きを見出すことができた。 

２ 小中一貫教育を通して、児童（生徒）の学習や生活の様子を見て、児童（生徒）の
発達の段階を理解することができた。 

(5.8%)

(14.3%)

(37.8%)

(11.5%)

(57.4%)

(54.8%)

(43.2%)

(55.0%)

(26.3%)

(26.2%)

(16.2%)

(24.9%)

(9.5%)

(7.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(3.2%)

(4.8%)

(27.0%)

(6.7%)

(38.4%)

(50.0%)

(59.5%)

(43.1%)

(41.6%)

(38.1%)

(13.5%)

(37.2%)

(15.8%)

(4.8%)

(11.9%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(4.2%)

(3.5%)

(4.8%)

(27.0%)

(42.1%)

(50.0%)

(24.6%)

(50.0%)

(59.5%)

(36.8%)

(31.6%)

(56.1%)

(38.1%)

(13.5%)

(16.8%)

(15.8%)

(14.0%)

(4.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(10.5%)

(1.8%)

(14.3%)

(37.8%)

(62.1%)

(47.4%)

(56.1%)

(54.8%)

(43.2%)

(20.0%)

(36.8%)

(29.8%)

(26.2%)

(16.2%)

(7.4%)

(15.8%)

(8.8%)

(2.4%)

(2.7%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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【主な意見等】 
 児童・生徒対応 指導方法の工夫 内容の系統性等 その他 

施設一体型 

■  児童への寄

り添った対応。

小学部は、より

温かみを感じ

るような指導

であるように

見えた。 
■  話しかけら

れる、相談され

る存在になる

こと 
■  小と中の教

員では、生徒と

の距離感が違

う。 

■  教員がほと

んどの部分を

考えたり指導

したりしてい

るところ 
■  分かりやす

い言葉に言い

換える等、話し

方を工夫する

こと 
■  児童の目線

で、分かりやす

く伝えること

の必要性 

■  ９年間の連

続した指導、見

通しての指導

ができる。 
■  小学生のう

ちに基本的な

態度を身に付

けさせる必要

があると感じ

た。 

■  小学部の時

にどのような

生活をしてい

たか分かった。 
■  言葉遣いや

対応、言葉かけ

等の指導の在

り方 
■  他の先生が

どんな時にど

んな叱り方を

するのか見る

と、叱るポイン

トを考え直す

契機になる。 

施設隣接型 

■  中学での先

生方の指導の

スタンスを知

ることができ

た。 

■  丁寧な言葉

遣い、きれいな

字（板書） 
 
 

■  中学の授業

を見ることで、

小学校で何を

しておくべき

か分かった。 

■  授業等で連

絡を密にとる

ようになり、理

解が深まった。 
 

３ 児童（生徒）に接したり、小学部教員（中学部教員）の児童（生徒）に対する指導
を見たりすることで、生徒（児童）への指導の在り方を考え直す契機となった。 

(14.2%)

(19.0%)

(43.2%)

(19.0%)

(39.5%)

(38.1%)

(35.1%)

(38.7%)

(36.8%)

(40.5%)

(16.2%)

(34.6%)

(7.9%)

(5.4%)

(6.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(16.8%)

(18.4%)

(7.0%)

(19.0%)

(43.2%)

(41.1%)

(28.9%)

(43.9%)

(38.1%)

(35.1%)

(35.8%)

(34.2%)

(40.4%)

(40.5%)

(16.2%)

(6.3%)

(13.2%)

(7.0%)

(5.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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 児童・生徒対応 指導方法の工夫 内容の系統性等 その他 
■  さらに丁寧

に 
■  暴力や授業

におけるきま

り等を守れな

かったときの

メリハリのあ

る指導の必要

性を痛感した

こと 

■  なぜ悪いの

か、次からどの

ようにしてい

くのか指導し

ているのを見

て、直すきっか

けになった。 

■  小学校段階

で、どのような

内容の理解や

技能の習得が

大切（中学での

学習で重要）な

のかというこ

とが実感・再発

見できた。 

■ 話し方、言葉

の選び方 
■  きめ細やか

な指導 
■  卒業した児

童がその後、ど

のような形で、

中学校で指導

されているか

が分かった。 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

■  学齢期に合

った指導や接

し方 

■  教材の設定

（ノートのと

り方、板書、活

動など）、授業

のテンポにお

いて、中学校の

指導を参考に

した。円滑な接

続ができるよ

うにした。 

■  学習指導や

生活指導、小中

のつながりを

意識するよう

になった。 
■  小学校でチ

ャイム前着席

ができていな

いことを知っ

た。 

■  中学と小学

校の子供への

関わりはかな

り違う。文化が

違うのでなか

なか取り入れ

るまではいか

ない。 

三 中 
校 区 

■  話し方がと

てもゆっくり

である。 

■  英語の教え

方や教材を、小

学校でやって

いるものに寄

せた。 

■  外国語の指

導をする上で、

中学校入学前

までに指導し

ておく内容に

ついて整理す

ることができ

た。 

■ 年々、低年齢

化しているこ

とを実感し、中

１への対応の

仕方がより丁

寧に行うべき

だと思うよう

になった。 

五 中 
校 区 

 ■  それぞれの

発達段階に応

じた指導につ

いて、改めて考

える契機とな

った。 
■  五中校区ス

タンダードを

基にした授業

づくり 
 
 
 
 
 
 
 

■  小中が共同

で授業研究を

する場面にて、

発達段階及び

指導内容の系

統性について、

理解が深めら

れた。 
 
■  小学校で身

に付けるべき

力（学習・生活）

をしっかり指

導する必要が

ある。 
 
 

■  生徒の姿を

見て、中学まで

つながる学習

規律や小学校

段階の学習内

容の定着を目

指さなければ

と意識するよ

うになった。 
■  授業観察を

する中で、小中

の系統性を考

え、それぞれに

目標を立てて

積み重ねる必

要性を感じた。 
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 児童・生徒対応 指導方法の工夫 内容の系統性等 その他 
■  同じ教科で

も、授業の流れ

が大きく違う

ことに驚いた。

挙手中心では

なく、グループ

活動や指名中

心に授業を進

める方法もあ

ることが分か

った。 

■  発達段階を

踏まえた育て

たい児童の姿

が明確になり、

自分が関わっ

ている学年の

指導の仕方が

分かった。 
■  板書や電子

黒板での指導

とノート指導

など、系統的に

つなげたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【主な意見等】 
 児童・生徒対応 指導方法の工夫 内容の系統性等 その他 

施設一体型 

■  頭ごなしに

言うことがな

くなった。 
 
 

■  楽しく取り

組むというこ

とを大切にし

ようと思った。 

■  ６年生でや

ってきたこと

は、生徒に任せ

てみる。 
 

 

４ 小学部教員（中学部教員）の児童（生徒）に対する指導から影響を受け、生徒（児
童）に対する生活指導や学級指導の内容・方法を変えたところがある。 

(4.2%)

(9.5%)

(10.8%)

(5.9%)

(32.1%)

(31.0%)

(40.5%)

(33.1%)

(43.2%)

(40.5%)

(37.8%)

(42.0%)

(16.3%)

(16.7%)

(5.4%)

(14.9%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(5.3%)

(5.3%)

(1.8%)

(9.5%)

(10.8%)

(32.6%)

(26.3%)

(35.1%)

(31.0%)

(40.5%)

(44.2%)

(44.7%)

(40.4%)

(40.5%)

(37.8%)

(14.7%)

(15.8%)

(19.3%)

(16.7%)

(5.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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 児童・生徒対応 指導方法の工夫 内容の系統性等 その他 
■  寄り添った

指導 
■  叱らずに誘

導する方法を

まねしている

が難しい。 
■  端的で分か

りやすい指示

の出し方 
■  これまで以

上に、丁寧な言

葉遣い、柔らか

な表情、笑顔で

の対応を心掛

けるようにな

った。 

■  中学に入っ

て困らないよ

う、時間や態度

のことなどの

徹底 
■  小中共通の

きまり 

施設隣接型 

■  褒める場面

を増やした。 
■  易しい言葉

や分かりやす

い言葉を使う

よう心掛けて

いる。 

■  小学校高学

年の児童がど

のような指導

を受けてきた

のかを知るこ

とで、中学校で

の指導の方法

を考えること

ができる。 
■  できないこ

とをそのまま

にしないこと 

 ■ 丁寧な指導、

楽しい掲示物 
■  宿題提出率

を高めるため、

朝、班ごとに宿

題を集めるこ

と 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

 ■  小学部教員

の工夫を参考

にしてほしい。 
■  小と中は違

うというスタ

ンスで授業は

進める。中１に

はゆっくり説

明する。 
■  視覚的な教

材を増やした。 
■  授業の目標

の掲げ方や教

具、発問の方法 
 
 
 

■ 小・中で指導

内容を合わせ

られるように

なった。 
■  チャイム前

着席は中学校

で指導すべき

だと思い、指導

を徹底するよ

うにした。 

■  小学校段階

での学習内容

の定着が足り

ない分野が分

かった。その対

策として、中学

校でもう一度

ドリルなど使

ってしっかり

教えている。 



46 

 

 児童・生徒対応 指導方法の工夫 内容の系統性等 その他 

三 中 
校 区 

■  言葉をより

分かりやすく。

褒めて育てる。 

■  掲示物の工

夫 
 ■  音楽のパー

ト決めや練習

を生徒が主体

的に行ってい

た点 

五 中 
校 区 

■  指示ははっ

きりと、短くす

る。 
■  丁寧に分か

りやすく話や

説明をする。 
■  まずは生徒

の話を聞き、何

を訴えている

のか聞いた上

で、善悪、正誤

の判断をし、指

導している。 

■  中学校にお

いても、視覚的

支援を行って

いて（掃除用具

の片付け方の

写真等）小学校

でも必要であ

る。 
■  五中校区で

は、話合い活動

を中心にスタ

ンダードを作

成しているの

で、それに合わ

せて指導を変

えた。 
■  小学校での

指導を踏まえ

て、授業づくり

を行っている。 
■  話し方、板

書、掲示の工夫 
■  授業のめあ

てと本時の流

れを示すこと。 

■ 「～です。」

と語尾を丁寧

に言わせたり、

理由を具体的

に聞き出した

りできるよう

に指導を変え

た。 
■  基本的なか

け算や分数な

ど、応用力を付

ける前に基礎・

基本を徹底す

るよう心掛け

ている。 
■  小学校でし

てきているこ

と、していない

ことを考えた

上で指導して

いる。 

■  ＳＮＳが指

導上外せない

課題であり、小

学校のうちか

ら指導が必要

である。 
■ 小学校では、

髪型や染髪等、

自由になって

いるところも

あり、指導内容

を揃えていく

必要がある。 
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５ 小学部教員（中学部教員）の授業や生活指導等について、場面に即した具体的な内
容や方法を知りたいと思う。 

(23.2%)

(33.3%)

(43.2%)

(27.5%)

(48.9%)

(40.5%)

(40.5%)

(46.5%)

(20.0%)

(21.4%)

(13.5%)

(19.3%)

(5.3%)

(2.4%)

(4.1%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(24.2%)

(21.1%)

(22.8%)

(33.3%)

(43.2%)

(54.7%)

(42.1%)

(43.9%)

(40.5%)

(40.5%)

(16.8%)

(21.1%)

(24.6%)

(21.4%)

(13.5%)

(3.2%)

(10.5%)

(5.3%)

(2.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(5.3%)

(11.9%)

(21.6%)

(8.6%)

(35.8%)

(54.8%)

(40.5%)

(39.4%)

(42.1%)

(31.0%)

(24.3%)

(37.9%)

(11.6%)

(13.5%)

(10.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(7.4%)

(2.6%)

(3.5%)

(11.9%)

(21.6%)

(40.0%)

(36.8%)

(28.1%)

(54.8%)

(40.5%)

(40.0%)

(34.2%)

(50.9%)

(31.0%)

(24.3%)

(8.4%)

(23.7%)

(8.8%)

(13.5%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

６ 校内研究を通して、小中一貫校としての研究活動が次第に深まっている。 
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７ 小中一貫教育における交流活動等を通して、児童・生徒の発達の段階や指導の系統
性を理解することができた。 

(4.2%)

(19.0%)

(24.3%)

(9.3%)

(54.2%)

(52.4%)

(45.9%)

(52.8%)

(33.7%)

(26.2%)

(21.6%)

(30.9%)

(5.8%)

(8.1%)

(5.2%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(8.4%)

(19.0%)

(24.3%)

(56.8%)

(52.6%)

(50.9%)

(52.4%)

(45.9%)

(31.6%)

(31.6%)

(38.6%)

(26.2%)

(21.6%)

(2.1%)

(15.8%)

(5.3%)

(8.1%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

８ 小中一貫教育における交流活動や小中合同で実施した授業等を通して学んだこと
を、自分自身の授業に取り入れ、指導を工夫している。 

(5.8%)

(11.9%)

(16.2%)

(8.2%)

(39.5%)

(45.2%)

(43.2%)

(40.9%)

(40.5%)

(35.7%)

(35.1%)

(39.0%)

(10.5%)

(4.8%)

(5.4%)

(8.9%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(9.5%)

(2.6%)

(1.8%)

(11.9%)

(16.2%)

(41.1%)

(36.8%)

(38.6%)

(45.2%)

(43.2%)

(40.0%)

(36.8%)

(43.9%)

(35.7%)

(35.1%)

(6.3%)

(21.1%)

(10.5%)

(4.8%)

(5.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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【主な意見等】 
 指導方法の工夫 内容の系統性等 その他 

施設一体型 

■ 指示は短く、分か

りやすく伝える。内

容を精査し、「分か

る」と「できる」を授

業で増やす。小テス

トの内容も考え直し

た。 
■ 学級会スタイル 
■ 道徳授業の進め方 

■ 小学校で学習して

いることが理解でき

た。 
 

■ 交流活動を行った

後、児童・生徒に感想

を聞いたり、良かっ

たこと、改善できる

ことなどを質問した

りしている。 
■ 学級経営 
■ 美術鑑賞活動の指

導を発達段階に合わ

せる。 

施設隣接型 

■  タブレットを活

用、理由を添えて発

言させるなど 
■ 導入時の手だてや

手法、まとめる際の

重点化・焦点化する

ポイントなどが、中

学での学習を意識す

るようになった。 

■ 中学１年生の指導

に関しては、小学校

で学んだことを取り

入れ、抵抗感を少な

くした。 
■ わけ添えを取り入

れている。中学校の

先生から習ってきて

ほしいといわれたこ

とをしっかり指導す

る。 

■  生活指導におい

て、高学年において

見通しをもたせた。

目指す姿について等 
■ 小学校での技能の

定 着 具 合 に 合 わ せ

て、授業の進め方を

考えた。 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

■ 教材の設定（ノー

トのとり方、板書、活

動など）において、中

学校の指導を参考に

した。円滑な接続が

できるようにした。 
■ 授業の目標の掲げ

方や教具、発問の方

法 

■ 英語の授業での中

学校の先生の思いが

伝わったので、中学

生になって困らない

ように内容を教えて

いる。 
■ 算数で分数・小数

の計算は繰り返し指

導されているので、

中学校でも繰り返し

指導している。 
 

■ 村山サミットでの

思考ツールは興味深

く、その後取り入れ

ている。 
■ ねらいを書くと安

心する。 

三 中 
校 区 

■ 小学校でうまくい

った授業をそのまま

中学校で実践してい

る。 

■ 英語活動における

具体的活用場面の想

定やアルファベット

の書き方など 
■ 外国語の指導をす

る上で、中学校入学

前までに指導してお

く内容について整理

することができた。 
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 指導方法の工夫 内容の系統性等 その他 

五 中 
校 区 

■ 児童・生徒が必要

感や困り感をもてる

展開を考えている。 
■  教科指導におい

て、話合い活動や発

表の仕方について、

方法を変えた。 
■ 小学校の英語活動

を発展させる形で授

業を行った。 
■ 板書をしっかりと

ノートに書き写させ

る。 
■ 分かりやすい言葉

を使う。 
■ 教室の掲示物の内

容や掲示の仕方を工

夫する。 

■ 小学校卒業までに

経験させておくべき

ことを、逆算して年

間指導計画に取り入

れるようになった。 
■  英語活動におい

て、アルファベット

を意識して指導し、

中学校で困らないよ

うにしている。 
■ 小学校の先生から

聞いた内容の延長線

上にあるテーマの時

は、「小学校でこう習

ったでしょ。」と確認

するようになった。 

■ 図書の授業実践を

して、指導していた

だいた。 
■ 中学校の先生方よ

り、より専門性の高

い指導内容や方法に

ついて、アドバイス

をいただいた。 
■ 既習事項の定着を

意識して指導するよ

うにしている。 
■  道徳などは意識

し、改善を図ってい

る。 
■ 小・中の特別活動

は、進め方が異なる

と思う。 
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９ 児童・生徒に学習意欲の高まりが感じられるようになってきた。 

(2.6%)

(2.4%)

(13.5%)

(4.1%)

(26.3%)

(50.0%)

(35.1%)

(31.2%)

(53.2%)

(42.9%)

(35.1%)

(49.1%)

(14.2%)

(2.4%)

(16.2%)

(12.6%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(1.1%)

(2.6%)

(5.3%)

(2.4%)

(13.5%)

(25.3%)

(39.5%)

(19.3%)

(50.0%)

(35.1%)

(55.8%)

(42.1%)

(56.1%)

(42.9%)

(35.1%)

(16.8%)

(13.2%)

(10.5%)

(2.4%)

(16.2%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

10 児童・生徒に学力の向上が見られるようになってきた。 

(1.6%)

(2.4%)

(8.1%)

(2.6%)

(17.9%)

(28.6%)

(32.4%)

(21.6%)

(63.2%)

(64.3%)

(37.8%)

(59.9%)

(13.7%)

(2.4%)

(21.6%)

(13.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(2.6%)

(3.5%)

(2.4%)

(8.1%)

(16.8%)

(28.9%)

(12.3%)

(28.6%)

(32.4%)

(65.3%)

(52.6%)

(66.7%)

(64.3%)

(37.8%)

(16.8%)

(13.2%)

(8.8%)

(2.4%)

(21.6%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答



52 

 

 
 
 

【メリット】 
 小学生の憧れ 中学生の成長 人間関係等 その他 

施設一体型 

 ■ 中学生が、先

輩という自覚

をもつことが

できる。 
■  上級生が下

級生を気にし

て動く姿勢 
■  中学生が優

しい気持ちを

保てている。 
■  中学生が小

学生の面倒を

見てくれる。 
■  中学生が主

体となってい

る。 

■  交流行事で

助け合う姿が

見られている。 
■  学年が違っ

ていても子供

たち同士の仲

が良い。 
■  様々な場面

で交流できる。 
■  他校にいた

らそれほど接

点がないであ

ろう年齢の人

間との関わり

の機会がもて

る。 

■  小中合同の

委員会など継

続的にやるこ

とができる。 
■ 教える、支え

る、憧れる 
■  見ごたえが

ある。 

施設隣接型 

■  小学生があ

こがれを抱け

る。中学校の敷

居が低くなる。 
■ 小学生は、自

分も中学生に

なったら活動

したいと見通

しをもったり、

中学生と過ご

すことを楽し

んだりするよ

うになった。 

■  中学生にと

っては先輩と

しての姿を見

せ、自信を付け

られる。 
■  中学校のお

もてなし活動

は、中学生がと

ても生き生き

していると思

う。 
■  中学生のし

っかりした態

度を見ること

でよいお手本

になる。 

■  中学校へ小

学校の先生が

行くことで、生

徒の小学校へ

の距離が縮ん

だように思わ

れる。中学生が

小学校へ来る

壁が低くなっ

た。 
 

■  発達段階に

応じた姿を共

有できる。 
■  上級学校の

見える化 
■  小学校を卒

業して終わる

のではなく、９

年間の見通し

をもって取り

組めること 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

■  小中の交流

がうまくいっ

た時は、中学生

に対してあこ

がれをもつこ

とができると

思う。 
 

 ■  縦割り集団

で取り組むも

のが、異年齢の

幅が大きいこ

とで、さらにダ

イナミックな

ものになる。 

■  中学校のイ

メージが小学

生に伝わる。 

11 小中合同の行事について、どのようなメリット、デメリットを感じていますか。ま
た、今後、小中一貫校の良さを活かし、小中合同で取り組む新たな行事の提案があり
ましたら、お書きください。 
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 小学生の憧れ 中学生の成長 人間関係等 その他 

三 中 
校 区 

■  高学年が中

学の活動に関

わったり交流

したりすると、

見通しがもて

ていい。 

■  中学生が成

長し頼りにさ

れていると感

じる経験やリ

ーダー性の育

成 
 

■  交流が深ま

り、より一体と

なることがで

きる。 

■  相互参加の

垣根が低くな

る。 

五 中 
校 区 

■  中学生のお

手本を見て、小

学生も頑張ろ

うとしている。 

■  中学生が小

学生の世話を

することによ

り責任感が身

に付く。 

■ 児童・生徒同

士、小中教員が

関わることに

より互いに親

近感がわく。 

■  小学校での

学習、経験を、

中学校でその

まま抵抗なく

継続できる。 
■ 「中学校では

このようなこ

とをしている

から、小学校で

はここまで教

えた方がいい」

ということが

分かった。 
■  中学校への

不安感が和ら

ぎ、学校生活に

期待がもてる。 
 

【デメリット】 
 小学生 中学生 その他 

施設一体型 

■  小６の活

躍の場が少

なくなる。ま

た、６年生が

年長者とし

て育つ場が

ない。 
 

■  中学生の幼

稚化。もっとレ

ベルの高いこ

とを要求しな

ければならな

いが、全体の統

一感を優先さ

せると小さい

子に合わせる

しかない。 
■  中学部から

お世話係にな

っている。 
 
 
 

■ 行事が多く落ち着かないため、学

力向上につながっているのかどう

か分からない。 
■ 行事が多く、一つ一つの行事のま

とめができないまま、次のことが始

まってしまう。なんでも一緒にやる

ことが良いのか疑問。 
■ 授業や活動で一緒の時、時間のず

れが生じる。 
■ 大きな組織なので、情報共有、共

通理解が難しい。 
■ ９学年全ての要望に応える難し

さがある。 
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 小学生 中学生 その他 
■  運動会で役

割がない中学

生は、活躍の場

が少ない。 

施設隣接型 

  ■ 会議の時間、打ち合わせの時間が

増え、放課後がさらに忙しくなっ

た。 
■ 各教科で、小中で教える内容や方

法にばらつきがあるように感じる。 
■ １年と９年が同じことをやるの

は無理がある。 
■ 生活時程にずれがあるので、時数

が中途半端になる。 
■ 相手校に日程等無理に合わせざ

るを得ないこと。 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

■ マンネリズムや交友トラブル

をリセットできるのが卒業から

入学。そのメリットを無くした

損失がとても大きい。 

■ 運動会等、土日の行事に双方で参

加すると教員の負担が増える。 
■ 研究についての共通理解や一つ

の授業に対する熱。打ち合わせや協

議がほとんどない。 
■ 分離型は移動する手段と時間が

ないので、実施することが難しい。 

三 中 
校 区 

  ■ 小学校側の受け身スタイルが原

因か、中学生へのメリットがあまり

感じられない。 
■ 時間の確保 
■ 教員の土日勤務の増加 

五 中 
校 区 

  ■ 日程を合わせるのが大変で、メリ

ットを見いだせる行事がない。 
■ 授業だけ見ると一貫性が感じら

れない。 
■ 校舎が離れていては困難を感じ

る。 
■ 校区には複数の小学校があるた

め、統一が難しい。 
■ 小中合同の行事があまりない。 
■ 小学校の行事に中学校が一方的

に関わっていることが多い。 
■ 市ではたくさんの研修・研究があ

るので、小中一貫の研修にだけ力を

入れることができない。 
■ 中学生が小学生のレベルに合わ

せた取組になる。 
■ 学 校選択制により、小中一貫を

進めるのは難しい。 
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【新たな提案】 
＜施設一体型＞ 

■ 地域清掃は、７年生をリーダーとして、５・６・７年で取り組む方が、安全面、

中学年部の育成に良いと思う。 
■ 文化祭のようなもの（中学生が小学生を楽しませる） 

＜施設隣接型＞ 
■ 中学３年生の話を聴く会の対象を小６まで拡大し、ゴールを知ってから入学す

るようにする。 
■ 時程や部活、清掃等、小と中の違いを理解して、無理のない行事にしたい。 

＜施設分離型＞ 
（三中校区） 

■ クラブなどで楽器の紹介、演奏などで交流ができたらうれしく思う。 
（五中校区） 

■ 防災体験等 
■ 中学校教員による出張授業 
■ 合唱コン練習の見学は、仕上がっている歌を聞かせたいので、日程の工夫が必

要である。 
■ 合唱コンの審査員などで交流することで、将来の姿を見てもらいたい。 
■ 他の研修の内容・回数などを見直して、小中一貫に力を入れやすくする。 
■ 合同行事は必要だが、限定的にするべきである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 小中一貫教育カリキュラムにおける４つの基本カリキュラムが自己の実践に位置
付けられている。 

(0.5%)

(2.4%)

(5.4%)

(1.5%)

(31.1%)

(52.4%)

(51.4%)

(37.2%)

(48.9%)

(42.9%)

(32.4%)

(45.7%)

(13.7%)

(8.1%)

(10.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(1.1%)

(2.4%)

(5.4%)

(33.7%)

(28.9%)

(28.1%)

(52.4%)

(51.4%)

(52.6%)

(36.8%)

(50.9%)

(42.9%)

(32.4%)

(10.5%)

(26.3%)

(10.5%)

(8.1%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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13 ４つの基本カリキュラムのうち、実践への位置付けが特に十分でないと思う基本
カリキュラムは何ですか。 

(15.4%)

(22.5%)

(9.3%)
(15.3%)

(31.1%) (30.0%)

(48.8%)

(27.8%)
(18.1%)

(2.5%)

(18.6%)
(20.8%)

(17.4%)

(35.0%)

(9.3%)
(15.7%)

(18.1%)

(10.0%)
(14.0%)

(20.4%)

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

(40.0%)

(50.0%)

(60.0%)

全
体

施
設
一
体
型

施
設
隣
接
型

施
設
分
離
型

言語力育成 情報リテラシー育成 キャリア教育 心の教育 無回答

(22.5%)
(9.3%) (18.3%)

(12.2%) (14.8%)

(30.0%)

(48.8%)

(25.0%)
(22.0%)

(31.3%)

(2.5%)

(18.6%)

(15.0%) (9.8%)

(27.8%)

(35.0%)

(9.3%)
(15.0%)

(29.3%)

(11.3%)
(10.0%)

(14.0%)

(26.7%) (26.8%)
(14.8%)

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

(40.0%)

(50.0%)

(60.0%)

村
山
学
園

大
南
学
園

一
中
校
区

三
中
校
区

五
中
校
区

言語力育成 情報リテラシー育成
キャリア教育 心の教育
無回答

14 ４つの基本カリキュラムは、本校の教科・領域等の指導計画に適切に位置づけてら
れている。 

(2.1%)

(18.9%)

(4.1%)

(48.4%)

(73.8%)

(51.4%)

(52.8%)

(35.3%)

(23.8%)

(21.6%)

(31.6%)

(7.9%)

(5.4%)

(6.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(2.1%)

(3.5%)

(18.9%)

(58.9%)

(44.7%)

(33.3%)

(73.8%)

(51.4%)

(35.8%)

(28.9%)

(38.6%)

(23.8%)

(21.6%)

(2.1%)

(21.1%)

(8.8%)

(5.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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【主な意見等】 
＜施設一体型＞ 

 教員・文化 場・時間 その他 

施設一体型 

■ 教員の入れ替わりが

激しく、今までが伝えら

れていない。 
■ 転入してくる教員の

意識改革 
■ 意識の差。難しいが、

小学部の先生の方がい

ろいろなことに手助け

をしている。 
■ 行事の準備を中学生

にもっとやらせてほし

い。 
■ それぞれの文化の違

い 
■ 服装や態度等、生活指

導について 

■ 自学部だけ

でも手一杯な

のに、時程の

違う他学部と

の連携は負担

に感じる。 
■ 互いの流れ

が分からなか

ったり、ずれ

て い た り し

て、相談する

時間を改めて

とりづらい。 
■ 部活がある

ため、会議の

時間が小中で

合 わ せ に く

い。 

■ 校務の整理（誰がどん

な仕事をしているのか、

どんな仕事があるのか） 
■ 校務に偏りがあるよう

に感じるため、体制を見

直したり、分掌の再編を

したりする必要性があ

る。 
■ 小中合同の行事（どう

しても中がメインや小が

メインと偏る） 
■ 誰が何をする（してい

る）かが分かりづらい。 
■ 今以上に情報共有でき

る場が必要である。 
■ 他校にはない校務がた

くさんあるように思う

が、自分がカバーしきれ

ていない。分掌として割

り振られている以外の校

務をできるだけ多く洗い

出し、明確にしていく。 

施設隣接型 

■ 小学校と中学校の考

え方の違い。生活指導の

基準が違うこと 
■ お互いの学校の特長

をお互いが理解し、尊重

する。 
■ 互いの温度差。それぞ

れの段階で必要性が異

なるので、必要度の低い

側が鈍重な印象。 
■ 中学校の先生との温

度差。スクラップ＆ビル

ドのバランス 
■ 生活指導の課題や学

習の遅れ、特別支援教育

の引継ぎが十分ではな

いこと 
 

■ 授業交流に

おける時程の

調整 

■ 仕事の軽減 
■ 道徳、生活指導、教科指

導のすり合わせ 
■ 業務の精選。内容のあ

るものについては深め、

必要性を感じないものは

精選していくべきであ

る。 
■ やらされている感をな

くすための手だてをする

こと 

19 小学部教員（中学部教員）と連携しながら仕事を進める必要がある校務に関して、
今後解決すべき課題がありましたら、お書きください。 
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 教員・文化 場・時間 その他 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

■ 取り組みへの意欲の

変化と校務の精選 
■ 小学校教員と中学校

教員のモチベーション

の向上 

■ 小・中の教

員が相互に出

向いて授業す

ることは、授

業準備等の負

担が増え、働

き方改革に逆

行している。 

■ 小中進学のための児童

の実態についての情報交

換（信頼の上での風通し

をよりよく） 

三 中 
校 区 

■ 主導がどちらにある

のかをはっきりさせる。 
■ 本当の意味での連携 

■ 人手不足。

雑務が多すぎ

る。 

■ 卒業生の申し送りの内

容 
■ 生活指導 
■ 特別支援を必要とする

又は疑いがある場合 

五 中 
校 区 

■ 生活指導について、児

童・生徒と教員の距離感

を適切にしたい。 
■ 小学校低・中学年での

いじめなどの事項を、中

学入学時に伝えてほし

い。 

■ 小中教員の

どちらも忙し

く、話し合う

機会や打ち合

わせ時間が少

ない。 
■ 中学校の時

間割変更が難

しく、授業交

流をしようと

しても、時間

の確保ができ

ない。 

■ 市全体で活用するサー

バーの設置が不可欠だと

思う。 
■  合同で行う研究授業

は、あまり専門的な協議

ができなかった。その教

科について深い見識をも

っている教員が少ないた

め、せめて市教研の教科

で割り振ると、改善でき

ると思う。 
■  生活指導情報の共有

と、指導の一貫性 
■ 特別支援教育の充実 
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【成果】 
 児童・生徒の変容 充実した指導 

施設一体型 

■ 中学生が小学生の面倒を見る

ことで、中学生が大人として成長

できている。小学生も中学生のそ

んな姿を見て、ちゃんとしようと

する光景は素晴らしい。 
■ 上級生が下級生の面倒を見る

意識が高い。 
■ 下級生が上級生を見て、かっこ

いいと思えるようになった。 
■ 小・中ともに相互理解が進み、

中学生が小学生の面倒を見たり、

小学生が教えてもらうために話

しかけたり姿が見られるように

なった。 
■ 中１ギャップがほとんどない。 
■ 中学生が急に大人ぶってかっ

こつけたりせず、礼儀正しく、良

い手本となっている。中学生の多

感な時期の悩みを、小学部の教員

に気軽に話す姿も見られる。  

■ 小中一貫して統一した教育の

展開 
■ 段階的な指導 
■ 中学校の教員が小学校や特別

支援学級の指導に行きやすい。 
■ ９年間で一貫した指導ができ

る。 
■ 中学校教員の小学生への理解。 
■ 不登校対応は小中連携ができ

る。 
■ 小中の交流や引き継ぎが手厚

い。様子が見て分かること。 
■ 専門の中学校教員から、小学生

の体育を指導してもらえる。 
■ 教員の連携はしやすい。教員の

人数も多いため、様々な分担がで

きる。 

施設隣接型 

■ 学校が落ち着いた。 
■ 小学校段階から中学校につな

がる取組をしていることで、９年

間を見越した力の育成ができて

いる部分は確実にある。 
■ 小学生が中学校生活に希望を

もって入学してくるようになっ

た。 
■ 中１ギャップが軽減され、不登

校が少なくなった。 
■ 運動会では、小学生、中学生と

もに活躍の場があった。 
■ 小から中へ児童がスムーズに

移行できている。良い意味で中学

校への慣れ 
■ 隣接型として目指す姿を近く

に中学生の姿を見ることができ

るので、模範とすることができ

る。 
 

■ 小中教員の交流が進み、それぞ

れの理解が深まった。保護者との

交流も増えた。 
■ 教員同士のつながりは活発に

なっている。 
■ 小から中へと子供がつながっ

ている意識が高まった。 
■ 運動会や合唱コンクールなど、

行事面では小中一貫校ならでは

の取組ができていると思う。 
■ 小学校の実態が少し理解でき

た。 
■ 言語活動の充実 
■ 生徒情報の共有 
■ 両校の教員が顔見知りとなり、

何かあった時、話しやすい。 
■ 各教科で専門的な話が聞け、授

業に生かせる。 
 
 

21 それぞれの形態の小中一貫教育の特色を生かした様々な実践が進められています
が、総体的に考えるとどのような成果がある（得られた）と思いますか。また、課題
はどのようなことが考えられますか。具体的に、お書きください。 
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 児童・生徒の変容 充実した指導 
■ 小学校の子供たちが中学校に

対して親近感がもてた。 
■ 小中教職員の合同会議等で、互

いの”顔が見える”ようになった。

連携の基盤は信頼。信頼の第一歩

は互いの顔が見えること。 
■ 合同会議や合同学運協が良い 
■ 小中教員の意識の連帯感が生

まれた。 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

 ■ 卒業時の姿を見て、将来を想像

して指導に生かせるところは生

かせるようになった。 
■ 卒業時の姿を見て、将来を想像

して指導に生かせるところは生

かせるようになった。 
■ 校種の違いを理解して、指導の

系統性を考えられたことが、教員

にとって成果が大きい。 
■ 教員同士が顔見知りになって

おくことが大切だと感じた。 
■ 互いに教員が「小学校文化」「中

学校文化」の違いを知ることがで

きたのが良い。 
■ 子供の変容やゴールを見通す

ことができた。 
■ 小学校の事情や教え方の方法

などよく分かった。  

三 中 
校 区 

■ 小学校では、中学校で学ぶこと

つながっていく内容が分かり、授

業を進めるうえで、「中学校に入

ったら、この続きを…」「○○をす

るよ」と児童に伝え、意欲を高め

ることができた。 
■ 中１ギャップの改善 

■ 小中の英語教育の接続につい

て考えを深めることができた。 
■ 知っている子供が入学してく

る。 
■ 行事での交流、統一した教育目

標、ギャップの解消、９年間を見

通した教育内容の連続性 
■ お互いの生徒の実状、教員の様

子が少なからず知ることになっ

てよかったと思う。  

五 中 
校 区 

■ 中学生に対する憧れ、また、中

学に向けての目標がもてるよう

になった。 
 

 

■ 小中の職員の交流、９年間を見

通した教科の系統性の意識の高

まり、児童会・生徒会の交流（読

み聞かせ、挨拶運動、ボランティ

ア活動等）、保護者・地域の交流、

ＰＴＡ、青少対、学運協による合

同行事等 
■ 小中一貫したカリキュラム「五

中校区スタンダード」があること

で、義務教育を一貫した目標の下
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 児童・生徒の変容 充実した指導 
で指導することができること 

■ 小中の系統性を考えた指導計

画や指導案の作成と授業実践が

行われたこと 
■ 中学生の課題を聞き、小学校で

指導を工夫できること 
■ 小中それぞれで感じる児童の

課題について情報交換できるこ

と 
■ 進学する中学校の教員と卒業

生の実状を知ることができた。 
■ 校区内で育成するべき児童・生

徒像が共通理解できたこと 
■ 小中それぞれの実態を把握す

ることができたこと 
■ 中学校の様子が分かることで、

日々の指導に生かせる。 
■ 中学校との指導の縦のつなが

りを感じることができること 
■ より中学校へ子供たちを送り

出すという意識が高まったと思

う。 
■ 小中学校の一体感が生まれた

こと  
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【課題】 
 児童・生徒 システム等 相互理解 多忙感等 

施設一体型 

■  全て一緒で

は、中学生が我

慢することが

多くなり、スト

レスになる。一

緒にやるべき

ことと分けて

やるべきこと

を精査するこ

とが、中学生の

成長のチャン

スになる。 
■ 児童・生徒の

接触が容易で

あることから、

生活指導上の

問題が起こり

やすい。 
■  発達段階が

違う生徒たち

に一緒に何か

をさせるとき、

ねらいをどこ

に置くかはっ

きりさせるべ

き。効果が得ら

れないときは、

分けて行いた

い。上の学年が

お世話係ばか

りでは、さらに

上を目指させ

にくい。 
■  中学校入学

での生徒の気

持ちの切り替

えがなく、感覚

が小学生のま

ま成長してい

る。 
■  小６が小学

校最高学年と

いう自覚をも

ちにくい。 

■  教員の入れ

替わりで取組

等の定着がし

にくい。 
■  スクラップ

をどうするか 
■  行事のそれ

ぞれの校種の

特性が失われ

る。 
■  発達段階の

差が大きく、共

通認識での指

導に当たりづ

らい。下級生の

面倒を見ずに、

その学年とし

ての成長を目

指しづらい。 
■ 生活時程。中

学校がまだ授

業中なのに、小

学校が中休み

の時は、小学生

の声がうるさ

く、中学校は授

業しづらい。一

体型でも、ある

程度の分離は

必要なのでは

ないか。 
■  一貫にする

行事を見極め

る必要性。発達

段階を考えて、

有効性がある

か。 
■  小学生と中

学生が関わる

有効な機会が

設定できてい

ない。 

■  中学生の姿

を見て、小学生

が成長する環

境のため、さら

に中学生の態

度面の指導が

必要。教員の連

携がしやすい

が、まだ、連携

しきれていな

い部分がある。 
 

■  ６年生が忙

しい。 
■ 多忙感、ゆと

りのなさ 
■ 忙しすぎて、

教育活動の全

体を見渡すこ

とが難しい。 
■  行事が多す

ぎて、落ち着い

て学習できな

い。 
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 児童・生徒 システム等 相互理解 多忙感等 

施設隣接型 

■ 教科の知識・

理解をどのよ

うにして児童・

生徒に定着さ

せるか。 
■ 学力向上 

■  ブリッジプ

ログラムの良

い取組もある

が、形だけとい

う感じがする

ものもあり、見

直しをするこ

とも大切だと

思う。 
■ 小・中の教科

で統一の教科

書や内容がな

い事 
■  時間を合わ

せることが難

しい。 

■  中学校の先

生と小学校の

先生の考え方

に差がある点 
■  教科につい

て、積極的に関

わろうとする

指導者がいな

ければ、小中一

貫の意味がな

い。教員の意識

に課題（目的意

識が同一では

ない） 
■ 双方の”学校

文化”の相違。

尊重すべき面

と改革すべき

点が、なかなか

判断しづらい。 
■  まだまだ連

携できる場所

がある。 

■  小中両方の

行事に出なけ

ればならない

ため、土日の勤

務が増えた。 
■  学校がかな

り多忙となり、

仕事量が増え、

一つ一つのこ

と、日頃の大切

な授業が深ま

らない。教師の

多忙さで、じっ

くり向き合う

時間が少ない

ように感じる。 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

 ■  じっくりと

授業を検討し、

取り組む時間

が少ない。 
■ 小・中の教員

の時間を合わ

せることが大

変難しい。 
■ 外国語など、

教科が限定さ

れた研究とな

ると、専科があ

る中学校との

研究が難しい。 
■ 分離型は、時

間、距離、費用

面で、児童・生

徒間で関わる

ことが難しい。 

■  小学校は全

科だが、中学校

は専門教科の

ため、教員の意

識の差で研究

授業での交流

が難しいこと

がある。 
■ 生活指導、生

徒指導の情報

交換の機会が

あるとよい。 
■  授業への考

え方や捉え方

の意見・情報交

換の機会があ

るとよい。 
■  小中一貫教

育が何を目指

しているのか

がぼやけてき

ている。 

 



64 

 

 児童・生徒 システム等 相互理解 多忙感等 
■  中学校は高

校受験があり、

小学校と教え

方に差がある

のは仕方がな

い。 
■  小中一貫教

育の大きなね

らいの「中１ギ

ャップの解消」

は試練の先延

ばしではない

かと思う。 
■  独自のカリ

キュラム設定

でどのような

成果が得られ

たのか、確認が

できていない。 

三 中 
校 区 

■ 学校・行事運

営、６年生のリ

ーダーシップ

が低くなる。７

年生は中学入

学の喜びや期

待感が薄くな

る。 

■  中学校へ入

るまでの目標

をしっかり立

てて、年間計

画、授業を組み

立て、毎時間、

学期、年間で取

り扱う内容を、

中学校での学

習と結び付け

て指導してい

くこと。 
■  他教科での

連携 

■ 小学校、中学

校お互いに授

業をし合うな

どして、もっと

たくさんの教

員がお互いの

生徒・児童の様

子考え方など

を知るべき。 
■  広い視野で

とらえるので

はなく、一人一

人の子供に目

を向けること。 

■  教員が小学

校の授業へ行

ったり、行事へ

参加したり、負

担が増えてい

る。 

五 中 
校 区 

■  一貫教育を

行うことによ

る、子供たちの

変化が分かり

づらい。 
■  学力が向上

していない。 
■  児童同士の

交流が限られ

る。 
 
 

■  小中の教員

の交流の機会

が限られてい

る。（中学校教

員の指導場面、

中学生の実態

を実際に見る

機 会 は 少 な

い。） 
 
 
 

■  小中一貫教

育に対する小

中教員の意識

に差がある。 
■  互いの現場

を見る機会が

少ない。 
 
 
 
 
 

■  学校として

研究が多く、何

を目指してい

るのか分から

なくなる。 
■  他教科の具

体的な実践が

分かりづらい。 
■  小中での打

ち合わせや授

業を見学する

時間がない。 
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 児童・生徒 システム等 相互理解 多忙感等 
■  分離型の小

中一貫校のた

め、敷地も別で

一体感が少な

い。児童・生徒

の一体感はよ

り少ない。 

■ 児童・生徒の

つながりを多

くとることは、

互いにとって

良いので、増や

すと良い。 
■  一貫教育で

実践している

ことが、日々の

実践になって

いない。 
■  行事中心の

交流が多く、授

業での交流や

連携がなかな

か進まなかっ

た。教科による

差、学年による

差、教員個人に

よる差が大き

い。 
■  中学校の学

習内容の、小学

校側の理解が

不十分。各小学

校に中学校の

教科書がある

とよい。「技術」

など小学校と

の連携がとり

づらい教科が

ある。 
■  施設分離型

で一貫校と言

うなら、さらな

るつながりが

必要である。 
■  小中一貫教

育と学校選択

制は矛盾する。 

■  教師の個人

差もあり、授業

の形態を統一

しようとして

も難しく、ま

た、成果も分か

りづらい。 
■  小学校の生

活指導の内容

によって、中学

校に入学する

際、代によって

差ができる。 

■  他の研修も

多く、小中一貫

の研修の時間

が少ない。 
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（６）保護者アンケートの結果 

市内全小・中学校児童・生徒の保護者を対象とし、以下の項目について意識調査を

行った。 
表は、質問項目ごとに、「そう思う」を４ポイント、「だいたいそう思う」を３ポイ

ント、「あまりそう思わない」を２ポイント、「そう思わない」を１ポイントとして、

平均ポイントを算出したものである。 
なお、比較表は「ア 小中一貫教育３つの型による比較」「イ 中学校区における比

較」を作成した。 
 

ア 小中一貫教育３つの型による比較 

NO. 質問 施設一体型 施設隣接型 施設分離型 全 体 

1 
学校は教育目標や教育方針をわかりやすく伝

えていると思いますか。 
2.97  3.19  3.10  3.10  

2 
お子さんは、学習を理解できていると思いま

すか。 
2.93  2.94  2.97  2.96  

3 
お子さんは、学校に楽しく通っていると思い

ますか。 
3.38  3.48  3.48  3.48  

4 
お子さんは、行事や集会などに楽しく参加し

ていると思いますか。 
3.52  3.49  3.49  3.49  

5 
お子さんは、読書の習慣がついていると思い

ますか。 
2.34  2.50  2.53  2.51  

6 
お子さんは進んであいさつをしていると思い

ますか。 
2.77  2.93  2.91  2.90  

7 
お子さんは、時と場に応じた言葉遣いをして

いると思いますか。 
2.81  3.00  2.90  2.92  

8 
学校は、お子さんのことをよく理解できてい

ると思いますか。 
2.86  2.92  2.91  2.90  

9 
お子さんは、家庭学習をしっかり行っている

と思いますか。 
2.87  2.84  2.77  2.79  

10 
皆さんは、お子さんと家庭でいろいろな話を

していますか。 
3.33  3.33  3.31  3.32  

11 
ご家族で地域での行事に進んで参加していま

すか。 
2.20  2.26  2.47  2.42  

12 
学校は、保護者との連携や協力体制ができて

いると思いますか。 
2.80  3.04  2.93  2.94  

13 
学校は、お子さんのことなどを相談しやすい

と思いますか。 
2.76  2.97  2.89  2.90  

14 
学校は、お子さんの健康・安全に配慮できて

いると思いますか。 
3.03  3.11  3.09  3.09  

15 
学校の施設・設備は充実していると思います

か。 
2.99  2.81  2.86  2.86  
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イ 中学校区における比較 
NO. 質問 村山学園 大南学園 一中校区 三中校区 五中校区 

1 
学校は教育目標や教育方針をわかりやすく

伝えていると思いますか。 
2.97  3.19  3.12  3.13  3.06  

2 
お子さんは、学習を理解できていると思い

ますか。 
2.93  2.94  2.91  3.06  2.96  

3 
お子さんは、学校に楽しく通っていると思

いますか。 
3.38  3.48  3.48  3.53  3.46  

4 
お子さんは、行事や集会などに楽しく参加

していると思いますか。 
3.52  3.49  3.48  3.54  3.48  

5 
お子さんは、読書の習慣がついていると思

いますか。 
2.34  2.50  2.49  2.59  2.53  

6 
お子さんは進んであいさつをしていると思

いますか。 
2.77  2.93  2.98  2.90  2.85  

7 
お子さんは、時と場に応じた言葉遣いをし

ていると思いますか。 
2.81  3.00  3.02  2.89  2.83  

8 
学校は、お子さんのことをよく理解できて

いると思いますか。 
2.86  2.92  2.98  2.93  2.84  

9 
お子さんは、家庭学習をしっかり行ってい

ると思いますか。 
2.87  2.84  2.67  2.86  2.80  

10 
皆さんは、お子さんと家庭でいろいろな話

をしていますか。 
3.33  3.33  3.30  3.30  3.34  

11 
ご家族で地域での行事に進んで参加してい

ますか。 
2.20  2.26  2.59  2.51  2.36  

12 
学校は、保護者との連携や協力体制ができ

ていると思いますか。 
2.80  3.04  3.00  2.98  2.85  

13 
学校は、お子さんのことなどを相談しやす

いと思いますか。 
2.76  2.97  2.96  2.94  2.82  

14 
学校は、お子さんの健康・安全に配慮でき

ていると思いますか。 
3.03  3.11  3.13  3.16  3.02  

15 
学校の施設・設備は充実していると思いま

すか。 
2.99  2.81  3.08  2.81  2.72  
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16 コミュニティ・スクールについてどのくらい知っていますか。最も近いものに〇を
付けてください。 

(0.5%)

(0.6%)

(0.8%)

(0.5%)

(14.6%)

(13.3%)

(9.9%)

(14.1%)

(42.6%)

(37.8%)

(38.0%)

(41.5%)

(19.9%)

(23.0%)

(28.1%)

(20.9%)

(21.0%)

(24.5%)

(21.5%)

(21.6%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

市全体

とてもよく知っていた 知っている 名前は聞いたことがある ほとんど知らなかった まったく知らなかった 無回答

(0.6%)

(0.3%)

(0.7%)

(0.6%)

(0.8%)

(11.4%)

(19.0%)

(15.6%)

(13.3%)

(9.9%)

(40.9%)

(39.6%)

(47.7%)

(37.8%)

(38.0%)

(21.5%)

(18.8%)

(18.4%)

(23.0%)

(28.1%)

(24.5%)

(21.1%)

(15.6%)

(24.5%)

(21.5%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

とてもよく知っていた 知っている 名前は聞いたことがある ほとんど知らなかった まったく知らなかった 無回答

17 本校がコミュニティ・スクールに指定されていることを知っていますか。 

(29.0%)

(28.9%)

(29.8%)

(29.0%)

(69.5%)

(69.9%)

(69.4%)

(69.6%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

市全体

知っていた 知らなかった 無回答

(28.0%)

(31.3%)

(28.5%)

(28.9%)

(29.8%)

(70.7%)

(67.9%)

(69.3%)

(69.9%)

(69.4%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

知っていた 知らなかった 無回答
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18 地域と学校の結び付きが、今までよりも広く、深くつながることについて、あなた
はどのようにお感じになりますか。最も近いものに〇を付けてください。 

(37.2%)

(42.2%)

(45.5%)

(38.5%)

(52.6%)

(47.8%)

(46.3%)

(51.4%)

(5.4%)

(7.7%)

(4.1%)

(5.7%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

市全体

良いことだと思うし積極的にかかわっていきたい
よいことだと思うが、それほどかかわりたくない又はかかわれない
よいことだと思わない
分からない
無回答

(34.2%)

(43.9%)

(36.2%)

(42.2%)

(45.5%)

(55.2%)

(48.4%)

(52.4%)

(47.8%)

(46.3%)

(6.4%)

(4.3%)

(4.9%)

(7.7%)

(4.1%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

良いことだと思うし積極的にかかわっていきたい
よいことだと思うが、それほどかかわりたくない又はかかわれない
よいことだと思わない
分からない
無回答
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19 みなさんは、本校の小中一貫教育を理解していますか。 

(4.1%)

(15.9%)

(18.2%)

(6.9%)

(25.5%)

(51.0%)

(53.7%)

(31.4%)

(45.3%)

(27.7%)

(25.6%)

(41.2%)

(18.5%)

(3.8%)

(2.5%)

(15.1%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

市全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(3.4%)

(4.0%)

(5.1%)

(15.9%)

(18.2%)

(23.0%)

(27.6%)

(27.4%)

(51.0%)

(53.7%)

(49.4%)

(43.6%)

(40.9%)

(27.7%)

(25.6%)

(17.9%)

(18.3%)

(19.4%)

(3.8%)

(2.5%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

20 本校は、一貫校としての取組を積極的に外部に発信していると思いますか。 

(3.2%)

(19.8%)

(19.8%)

(6.9%)

(24.4%)

(46.6%)

(52.9%)

(29.8%)

(46.1%)

(28.0%)

(23.1%)

(41.7%)

(17.9%)

(2.4%)

(3.3%)

(14.5%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設分離型

施設隣接型

施設一体型

市全体

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(2.9%)

(2.8%)

(4.1%)

(19.8%)

(19.8%)

(22.5%)

(27.3%)

(24.7%)

(46.6%)

(52.9%)

(48.4%)

(45.9%)

(42.9%)

(28.0%)

(23.1%)

(18.5%)

(15.5%)

(19.0%)

(2.4%)

(3.3%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

五中校区

三中校区

一中校区

大南学園

村山学園

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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21 小中一貫教育にどのようなことを期待していますか。３つまで選んで○をつけて
ください。 

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

①
学
力
向
上

②
体
力
向
上

③
良
好
な
人
間
関
係

④
規
範
意
識
の
醸
成

⑤
豊
か
な
心
の
育
成

⑥
小
学
生
（中
学
生
）や

異
学
年
と
の
交
流

⑦
進
路

⑧
そ
の
他

無
回
答

施設一体型 施設隣接型 施設分離型

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

①
学
力
向
上

②
体
力
向
上

③
良
好
な
人
間
関
係

④
規
範
意
識
の
醸
成

⑤
豊
か
な
心
の
育
成

⑥
小
学
生
（中
学
生
）や
異
学

年
と
の
交
流

⑦
進
路

⑧
そ
の
他

無
回
答

村山学園 大南学園 一中校区 三中校区 五中校区



72 

 

 
 

【主な意見等】 
 人間関係 成長 その他 

施設一体型 

■ ９年間密な人間関

係のため、いじめな

どがあった時に、そ

の後の生活が不安で

ある。 
■ 上下関係やいじめ 
■ 低学年時にトラブ

ルがあった子と９年

間過ごすこと 
■ 高学年からのいじ

めや、言葉遣いや態

度などの悪影響がな

いか心配である。 
■ 生徒数が年々少な

くなっているような

感じがし、クラス替

えをしてもほぼメン

バーが一緒のため、

友達関係が良好でな

い生徒が多い。 
■ たまに、中学部の

生徒から威圧的な態

度をとられることが

あるようなので心配

である。 
■ 仲の良い子が一定

の子に決まってしま

いそう。 
■ ９年間同じ環境で

生活するため、高学

年の頃より、友達と

の付き合い方に思う

より気を使っている

ように感じる。 

■  中学生になる際

に、どの程度自覚が

出てくるのか。同じ

場所に通うため、変

わらないのでは。 
■ 限られた人間関係

の中ではなんとなく

うまくいってしまう

こともあり、高校進

学後、そのギャップ

に対応していくこと

ができるか不安。 
■ 上級生の影響が大

きいのはいいが、背

伸びしすぎるのでは

ないかと気になるこ

とがある。 
■ 中学生になった時

に、学校が変わらな

い分、自覚があまり

ないと思う。幼さを

感じる。 
■ 中学生の悪いとこ

ろを小学生が真似し

たりすることがある

のではないか。 
■ それぞれ発育段階

に差があるのは当然

で、その成長に合わ

せ た 教 育 が で き な

い。中途半端になる。 

■ 何が向上している

のか、９年みている

が感じない。 
■ 学習面では、上の

学年の子が下の学年

の子を教えてあげる

などいいと思うが、

行事などは別にして

ほしい。 
■ 小学部は中学寄り

にしているため、陸

上記録会など体力的

に不安になることも

ある。期末テストも

子供の負担になって

いるのではと感じる

ことがある。 
■ 生徒の少なさ 
■ 行事が多すぎるか

もしれない。 
■ 新しいことにチャ

レンジしていくのは

必要、大事だが、業務

が増え、現場の先生

が忙しくなること 
■ 小中学校の教員の

コミュニケーション

（連携）が取れてい

ないように感じる。 
■ 小学校からそのま

ま中学校に上がるた

め、厳しさが少し足

りないと思う。そこ

がいいところでもあ

ると思うが、 

施設隣接型 

■ もしもいじめ等が

あった場合、逃げ場

がないという不安 
■ 合わない子がいた

らずっと同じになっ

てしまうこと 

■ 学力の差 
■ 中学が小学校の延

長教育と感じ、気が

緩みはしないか心配

している。 
 

■ 市内の他小学校か

ら四中に進学する子

は、途中から入るよ

うな不安があると聞

いた。 
 

22 小中一貫教育に、どのような不安を感じていますか。お書きください。 
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 人間関係 成長 その他 
■ 人間関係で一度つ

まずいたら立て直し

が不安 

■ 生活態度の悪い中

学生が小学生へ与え

る悪影響 
■ ９年間という長い

時間、良い環境か悪

い環境かで子供たち

にとって変わってく

る。 

■ 校長が変わった時

に、学校の教育方針

も変わってしまうか

どうか。 
■ 行事や授業（時間

割）が独自で決めら

れない。足並みをそ

ろえないとならない

ときがある。 
■ 小から中への引継

ぎのなさ 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

■ 小学校時代の人間

関係（友達、先生と

の）がすごく良けれ

ば、最高の９年間に

なると思われるが、

そうでない場合、最

悪の子供時代になっ

てしまうと思う。 
■ いじめなどの問題

が起こった時、逃げ

場がないこと 
■ 途中から入ること

の人間関係の難しさ 
■ 良好な人間関係を

つくっていけるのは

良いが、反対に悪い

人間関係も続いてし

まうのでは。 
■ 結び付きが強すぎ

て、子供が窮屈に感

じてしまうのではな

いかという不安 
■ 小学校からの延長

なので、先輩・後輩の

区 切 り が で き に く

い。また、人間関係が

崩れた時、長いとつ

らい。 

■ 高学年による低学

年への悪影響 
■ 学力について 
■ 限られた友達ばか

りで、高校へは行っ

た時、他の子と仲良

くできず、戸惑う。 
■ 女の子だが、３・４

年生からませて大変

なのに、中学生と関

わることでもっとま

せてしまうのではな

いかと感じる。 
■ 小学生（特に高学

年）が、中学生と多く

関わることで、スマ

ホを使う遊びや所持

率、商業地域への子

供だけでの出入りが

増えそう。 
■ ９年という長い期

間になると、変化を

見出しながら成長し

ていけるかは不安。 
■ ６年生の最高学年

という意識の低下 
■ 中学生になっての

心機一転の時、手本

にと期待されること

への反抗心 
■ 子供たち個人個人

が意識して向上しな

くては、あまり意味

がないと思う。 

■ そもそも小と中が

「一貫教育」という

ことが目に見えてこ

ない。「一貫教育」を

推進なのであれば、

もっと互いの小・中

学校を行き交う、授

業や集会、イベント

を頻繁に行っていた

だきたい。 
■ 生徒数が多すぎて

しまう。 
■ 小中一貫教育の指

針 や 方 向 性 が 見 え

ず、何も言えない。 
■ 中高一貫の６年と

違い、小中一貫の９

年、同じ仲間だけと

いうのは、メリット、

デメリットを考えた

時、デメリットの方

が多いと感じる。 
■ 先生たちの仕事が

増え、今までより、子

供たちに手が回らな

くなるのではと不安

である。 
■ 生徒の人数が増え

て、先生が生徒へき

ちんと目が行き届く

のか。 
■ なんとなくダラダ

ラと過ごしていない

か（節目がない） 
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 人間関係 成長 その他 

三 中 
校 区 

■ いじめがあった時

長くいるから逃げら

れない。 
■ 人間関係・力関係

が固まってしまい、

体の弱い子や気の弱

い子などが嫌な思い

をし続けるというよ

うなことは起きない

のだろうか。 
■ 問題が起きた時、

学校内での逃げ場が

ない。外部編入など

の時、既に形成され

たコミュニティへの

介入の難しさ 

■ 交流の悪い面（上

級生の人格不足等） 
■ 中学生の悪い部分

も小学生が真似して

しまいそう。 
■ ６年生の最上級生

の意識の薄れ。長期

間の交友関係から高

校生活への不安。 

■ ９年間は長すぎる

と思う。小６年間、中

高６年間の方が、ボ

リュームがちょうど

よく感じる。 
■ 指定の小中学校の

みのことしか分から

な い よ う な 気 が す

る。他校の良いとこ

ろを取り入れにくか

ったり、他校のこと

が分からなかったり

する気がする。孤立

が怖い。 
■ 小中合同だと人数

が多いので、行事な

ど時間がかかって大

変そうだと思う。 
■ 一人一人の個性を

先生たちが理解して

くれるかどうか 
■ 低学年児童の身体

面の負担 
■ 他の小学校から転

入しづらい。一貫に

する意味に疑問。 
■ 施設一体型や隣接

型はどうか分からな

いが、小中一貫を謳

っているが、小中の

教職員の連携が十分

なされているように

思えない。 

五 中 
校 区 

■ もし、学校に行き

たくないようないじ

めがあった場合、環

境が変わらない。 
■ 友達と関係が悪化

した時、９年間一緒

なのは苦になる。 
■ 異学年と交流して

よ い こ と も あ る 反

面、年齢差の中での

いじめ問題が不安 
 

■ 小１と中３では開

きがありすぎ。行事

などは一緒に行うの

は難しい。 
■ 反抗期を迎える子

供を小学校低学年か

ら悪い規範であると

捉えられるか。 
■ 異学年との交流で

悪い影響を受けない

か心配である。 
 

■ 形だけの小中一貫

になり、各行事の実

施が、子供より優先

になり、目が行き届

かなくなる。 
■ 運動会などの行事

を、小・中全体で行う

としたら、どうなの

かと思う。例えば、小

学１年生が中学生の

競技を見て分かるの

かなと思う。 
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 人間関係 成長 その他 
■ 上級生からの嫌が

らせ等ないか不安 
■ 年上との人間関係 
■ 生徒数が多ければ

いいと思うが、少な

いと同じ人間関係の

中だけで長く過ごす

ことになってしまう

のが残念 

■  小学校６年間の

後、同じ生徒のまま

上 が っ て し ま う こ

と。新たなスタート

の意識がなくなる。 
 

■ 施設分離型のまま

で「中１ギャップ」へ

の対応ができるか。 
■ 中学校が選べなく

なること 
■ 先生方の負担が増

えること 
■ 人数が多くなるの

で、目が行き届かな

るのではないか、荒

れるのではないかと

いう不安 
その他、「小中一貫校とそうでない学校の違いがよく分からない。」「そもそも小中一

貫教育にどんなメリットがあるのか、まだ理解していない。」等、小中一貫教育の理解

に関する内容や、「学校でテスト順位の貼り出しがあり、勉強が厳しいと聞いた。」等、

誤った情報を基にしたイメージによる内容が見られた。 
小中一貫教育が目指すものやその方法等の情報発信が十分ではなく、保護者に伝わ

っていないことがアンケート結果から読み取ることができる。 
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（７）地域アンケートの結果 

市内全小・中学校の学校運営協議会委員を対象とし、以下の項目について意識調査

を行った。 
表は、質問項目ごとに、「そう思う」を４ポイント、「だいたいそう思う」を３ポイ

ント、「あまりそう思わない」を２ポイント、「そう思わない」を１ポイントとして、

平均ポイントを算出したものである。 
なお、比較表は「ア 小中一貫教育３つの型による比較」「イ 中学校区における比

較」を作成した。 
 

ア 小中一貫教育３つの型による比較 

NO. 質問 施設一体型 施設隣接型 施設分離型 全 体 

1 
学校は学校や児童・生徒の様子などを地域に伝

えていると思いますか。  
3.75 3.31 3.23 3.28 

2 
児童・生徒は、楽しそうに学校に通っていると

思いますか。  
4.00 3.60 3.43 3.51 

3 
児童・生徒は、しっかりあいさつをしています

か。  
3.75 3.19 2.94 3.06 

4 
児童・生徒は、地域での催し物や仕事を手伝っ

ていますか。  
4.00 3.24 3.15 3.22 

5 
児童・生徒は、地域の行事に積極的に参加して

いますか。  
3.50 3.04 3.11 3.11 

6 学校の雰囲気は落ち着いていると思いますか。 3.50 3.62 3.36 3.45 

7 
学校は、熱心に児童・生徒の指導をしていると

思いますか。  
4.00 3.65 3.48 3.56 

8 
学校は、児童・生徒の安全に配慮できていると

思いますか。  
3.75 3.40 3.32 3.37 

9 
学校と地域との連携や協力体制はよくできて

いると思いますか。  
3.25 3.36 3.17 3.23 

10 
学校は、児童・生徒や地域のことについて相談

しやすいと思いますか。  
3.50 3.25 3.02 3.11 

11 
学校の施設・設備は充実していると思います

か。  
3.00 2.84 2.83 2.84 

16 
皆さんは、本校の小中一貫教育を理解していま

すか。  
4.00  3.54  2.61  3.00  

17 
学校は、小中一貫教育の取組を積極的に外部に

発信していると思いますか。  
3.50  3.33  2.33  2.72  
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イ 中学校区における比較 
NO. 質問 村山学園 大南学園 一中校区 三中校区 五中校区 

1 
学校は学校や児童・生徒の様子などを地域

に伝えていると思いますか。  
3.75 3.31 3.24 3.08 3.32 

2 
児童・生徒は、楽しそうに学校に通ってい

ると思いますか。  
4.00 3.60 3.55 3.45 3.30 

3 
児童・生徒は、しっかりあいさつをしてい

ますか。  
3.75 3.19 3.09 2.67 2.95 

4 
児童・生徒は、地域での催し物や仕事を手

伝っていますか。  
4.00 3.24 3.10 3.17 3.20 

5 
児童・生徒は、地域の行事に積極的に参加

していますか。  
3.50 3.04 3.05 3.17 3.15 

6 
学校の雰囲気は落ち着いていると思います

か。  
3.50 3.62 3.57 3.25 3.20 

7 
学校は、熱心に児童・生徒の指導をしてい

ると思いますか。  
4.00 3.65 3.50 3.42 3.50 

8 
学校は、児童・生徒の安全に配慮できてい

ると思いますか。  
3.75 3.40 3.38 3.17 3.35 

9 
学校と地域との連携や協力体制はよくでき

ていると思いますか。  
3.25 3.36 3.18 2.83 3.37 

10 
学校は、児童・生徒や地域のことについて

相談しやすいと思いますか。  
3.50 3.25 3.05 2.90 3.05 

11 
学校の施設・設備は充実していると思いま

すか。  
3.00 2.84 2.95 2.92 2.65 

16 
皆さんは、本校の小中一貫教育を理解して

いますか。  
4.00  3.54  2.50  2.13  2.90  

17 
学校は、小中一貫教育の取組を積極的に外

部に発信していると思いますか。  
3.50  3.33  2.11  2.63  2.42  
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16 皆さんは、本校の小中一貫教育を理解していますか。 

17 本校は、一貫校としての取組を積極的に外部に発信していると思いますか。 
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11.6%
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施設分離型

施設分離型

施設一体型

市全体

A：そう思う B：だいたいそう思う C：あまりそう思わない D：そう思わない 無回答
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五中校区

三中校区
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村山学園

A：そう思う B：だいたいそう思う C：あまりそう思わない D：そう思わない 無回答
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A：そう思う B：だいたいそう思う C：あまりそう思わない D：そう思わない 無回答
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村山学園

A：そう思う B：だいたいそう思う C：あまりそう思わない D：そう思わない 無回答
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【主な意見等】 
 人間関係・発達段階 地域性 その他 

施設隣接型 

■ 年齢差が大きい

こと 
 

 ■ 特に不安はないが、結果を

急がないでほしいと思う。 
■ 中学校は学校選択制をとっ

ているため、一貫の効果が見

込めないことがある。大南学

園は「小学６年間」+「中学３

年間」それぞれの独立した良

さと隣接の良さが出るが、村

山学園の９年制は、小中の区

別が児童・生徒でついている

のだろうか。 

21 小中一貫教育にどのようなことを期待していますか。３つまで選んで○をつけて
ください。 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

①
学
力
向
上

②
体
力
向
上

③
良
好
な
人
間
関
係

④
規
範
意
識
の
醸
成

⑤
豊
か
な
心
の
育
成

⑥
小
学
生
（中
学
生
）や
異

学
年
と
の
交
流

⑦
進
路

⑧
そ
の
他

無
回
答

村山学園 大南学園 一中校区 三中校区 五中校区

0.0%

10.0%

20.0%
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40.0%

①
学
力
向
上
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体
力
向
上

③
良
好
な
人
間
関
係

④
規
範
意
識
の
醸
成

⑤
豊
か
な
心
の
育
成

⑥
小
学
生
（中
学
生
）や

異
学
年
と
の
交
流

⑦
進
路

⑧
そ
の
他

無
回
答

施設一体型 施設隣接型 施設分離型

22 小中一貫教育に、どのような不安を感じていますか。お書きください。 
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 人間関係・発達段階 地域性 その他 

施
設
分
離
型 

一 中 
校 区 

■ いじめが９年間

続いてしまう可能

性がある。 
■ 小学１年生と中

学３年生では、心

や体の発達状況が

全く違う。それぞ

れの成長段階にお

ける教育のポイン

トが絞りにくいの

ではないか。 

■  地域性を考

えて、一貫教育

を行ってほし

い。無理は良く

ないと思う。 
 

■ 分離型の推進は難しいと思

う。一貫校の成果がよく分か

らない。 
■ 中高なら分かるが、小中を

一貫にする良い点が分からな

い。 
■ 形にこだわって、中身の伴

わない「一貫」になってしま

うこと。 
■ 必要性を感じない。もっと

別に取り組むことがあるので

はないかと思う。 

三 中 
校 区 

■ 人間関係につま

ずいた時の対応。

小１と中３では、

いろいろな点で違

いがありすぎる。 

 ■ どうして校舎ごとつなげな

いといけないのかと思う。 
■ 小学校、中学校教員が共用

できるか。 
 

五 中 
校 区 

■ 小中９年間同じ

組織、人間関係が

続くことに問題が

出てくるのではな

いか。 
■ 弱者に対するい

じめなどが心配で

ある。 
 

■  地域との関

係 
■  小学校によ

っては、二つの

中学校に進学

する。 
■  五中校区が

無理やり一貫

校にされてし

まうのではな

いか。 

■ 施設一体型以外あまりメリ

ットを感じていない。 
■ 小学校の特色をどのように

打ち出せるのか。 
■ 不安は感じないが、中学に

進級するときの気持ちの高ま

りというようなものが得られ

るのか。 
■ 五中校区の分離型小中一貫

校については、平成２７年７

月８日に、「白紙に戻す」とい

うことで終わっている。その

後の動きがない。仕切り直し

をして、ゼロからのスタート

を新教育長に期待する。 
保護者対象のアンケートと類似している点は、９年間の義務教育の中での人間関係

によるトラブル等の心配と、小中一貫教育のメリットがよく分からないというもので

あった。小中一貫教育の目的と施設一体型、施設隣接型、施設分離型小中一貫教育の

違い等について、保護者をはじめとした市民に対する情報発信が十分ではない課題が

浮き彫りとなった。 
一方、地域アンケートに特有であったのは、地域性の課題である。現在、武蔵村山

市では、中学校区を核とした小中一貫教育を実施しているが、各小学校から進学する

中学校と小中一貫教育を実施している中学校は、必ずしも一致しないのが現状である。

そのような地域を支えてきた方々にとっては、施策としての小中一貫教育が、これま

での地域の在り方等を否定するもののように捉えられていると考えられる。 
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３ 小中一貫校村山学園の検証 

（１）検証データの比較 

対象 実施時期 配布数 回答数 回収率 

児 童 

３～６年生 
平成２４年度 323 302 93.5％ 

平成３０年度 295 280 94.9％ 

６年生 
平成２４年度 69 62 89.9％ 

平成３０年度 78 75 96.2％ 

生 徒 

７～９年生 
平成２４年度 241 217 90.0％ 

平成３０年度 241 213 88.4％ 

７年生（中学１年生） 
平成２４年度 67 59 88.1％ 

平成３０年度 74 68 91.9％ 

保 護 者 家庭数 
平成２４年度 612 388 63.4％ 

平成３０年度 460 121 26.3％ 

地 域 学校運営協議会 
平成２４年度 67 21 31.3％ 

平成３０年度 14 4 28.6％ 

教 員 全員 
平成２４年度 49 48 98.0％ 

平成３０年度 51 37 72.6％ 

 
（２）児童・生徒アンケートの結果 

市内全小・中学校児童（３～６年）・生徒（１～３年）を対象とし、以下の項目につ

いて意識調査を行った。 
表は、質問項目ごとに、「そう思う」を４ポイント、「だいたいそう思う」を３ポイ

ント、「あまりそう思わない」を２ポイント、「そう思わない」を１ポイントとして、

平均ポイントを算出したものである。 
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ア 小学部の経年比較 

NO. 質問 
平成 

２４年度 

平成 

３０年度 

1 勉強したことが分かる。 3.40  3.34  

2 学校に行くのが楽しい。 3.20  3.29  

3 行事や集会などに楽しく参加している。 3.10  3.00  

4 たくさん本を読んでいる。 2.50  2.95  

5 学校・学級のきまりを守って生活している。 3.10  3.27  

6 進んであいさつをしている。 3.10  3.25  

7 時と場に応じた正しい言葉遣いをしている。 3.00  3.09  

8 
授業が始まる前に、教科書やノートなど、授業で使うものを

用意している。 
3.10  3.19  

9 
教科書・ノートなど、授業で使うものを忘れずに持ってきて

いる。 3.20  3.28  

10 宿題や家庭学習をしっかりとやっている。 3.30  3.28  

11 友達と仲良く遊んだり勉強したりしている。 3.60  3.58  

12 学校には仲の良い友達がいる。 3.80  3.82  

13 
困っていることなどがあったら、先生や友達に相談してい

る。 2.80  3.01  

14 先生は私のことを分かってくれている。 3.00  3.10  

15 先生は悩みや相談をよく聞いてくれる。 2.90  3.07  

16 地域の行事に進んで参加している。 2.70  2.58  

17 家の人といろいろな話をしている。 3.50  3.45  

18 交通ルールを守り、安全に気を付けて登下校している。 3.50  3.63  

19 将来したいこと、ついてみたい職業、仕事などの夢がある。 3.50  3.50  
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※ 分散分析の結果、平成２４年度の結果と平成３０年度の結果の間には、有意な差が

認められる。（F(1.571)＝6.12, p<0.02）  
 

【主な理由】 
「そう思う」「だいたいそう思う」理由について 

あ
こ
が
れ 

○ 落ち込んでいる下の子に、中学生が元気をくれるから。 
○ 同級生と過ごすときにはなかなかできないことができるし、とてもウキウキ

して楽しいから。 
○ 中学生は面白いこともしてくれるし、とても優しいから。 
○ いろいろなことを教えてくれるし、遊んでいるときもすごいから。 
○ 中学生は優しく、合同行事は早く進むから。 
○  先輩を見習って交流するのが楽しいから。 
○ 中学生からいろいろ学ぶことがあるから。 
○  中学部の人たちと一緒に勉強して嬉しいし、楽しいから。 
○  転びそうになったら助けてくれたり、安全にできるから。 
○  勉強していて、頭に入ると分かるから。 
○  中学生がパワーアップの時に勉強を教えてくれたり行事ができたりするか

ら。 
○  知り合いがいて、一緒に登下校してくれたりしているから。 
○  中学生はいろいろなことができるから。 

そ
の
他 

○ いろいろとほかの学校にはない行事があるから。 
○  いろいろな人と触れ合えて、友達も増えるから。 
○  交流給食がいいし、運動会が盛り上がるから。 
○  中学部の生活の仕方が分かって自分のためになるから。 

20 中学部の人たちといっしょに学習や生活（授業、休み時間、合同行事など）するの
は楽しい。 

(34.4%)

(40.1%)

(26.2%)

(29.7%)

(25.5%)

(16.8%)

(13.9%)

(10.4%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２４年度

平成３０年度

4：そう思う 3：だいたいそう思う 2：あまりそう思わない 1：そう思わない 無回答
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「そう思わない」「あまりそう思わない」理由について 

中
学
生
の
課
題 

▽ 中学生は下級生相手でも言葉遣いが良くないから。 
▽ 中学部の人がふざけていたり、交流給食であまり話さないから。 
▽  何か怖いことをされそうだから。 

対
人
関
係
の
構
築 

▽ 固くなってしまい、会話が弾まないから。 
▽ 中学部の人とどう学習すればいいか分からないから。 
▽ 違う学年の人は話しにくいから。 
▽ 間違えたら恥ずかしいから。 
▽ 友達があまりいないから。 
▽ 恥ずかしくてあまり話せないから。 
▽ 気を遣うから。 

発
達
段
階 

▽ 運動会など小学部だけでやりたいし、中学生も小学生がいるのは嫌だと思う

から。 
▽ 中学生が一緒だと、中学生が中心になってちょっとつまらないから。 

 
小学部の児童が、「中学部の人たちといっしょに学習や生活（授業、休み時間、合同

行事など）するのは楽しい。」と感じることについて、平成２４年度と平成３０年度の

平均値に有意な差が見られたことは、６年間の小中一貫教育を積み重ねたことの成果

であると考えることができる。 
「そう思う」「だいたいそう思う」と回答した理由の多くは、小学生から見た中学生

に対するあこがれであった。施設一体型小中一貫校という環境を活用した取組の内容

にもよるが、勉強を教えてもらったり、行事を一緒に取り組んだり、登下校を一緒に

したりする中で、助けてもらったり、自分にできないことができる中学生を目の当た

りにしたりして、児童のキャリア形成が促進されているものと考える。 
一方、「そう思わない」「あまりそう思わない」と回答した理由は、一部の中学生に

よる不適切な行動や児童自身にある対人関係構築に関する課題、発達段階に関する課

題にまとめることができる。児童自身にある対人関係構築に関する課題については、

対象が中学生か否かであり、むしろそのような課題を克服していくための機会をより

多く持つことができるという視点からは、小中一貫教育である必要性を後押しする意

見であると解釈できる。また、発達段階に関する課題については、小学部の各学年が

発達段階に応じたリーダーシップを発揮し、活躍する行事等が確保されている等、教

育課程の編成の工夫で解決することができるものであると考える。 
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21 平日、家庭ではどのくらいの時間、勉強（塾での勉強も含みます）をしていますか。
最も近いものに○をつけてください。 

平成２４年度

平成３０年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑩４時間以上

⑨３時間

⑧２時間

⑦１時間

⑥50分

⑤40分

④30分

③20分

②10分

①ほとんどしていない

無回答

22 平日、家庭ではどのくらいの時間、本を読みますか。最も近いものに○をつけてく
ださい。最も近いものに○をつけてください。 

平成２４年度

平成３０年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑩４時間以上

⑨３時間

⑧２時間

⑦１時間

⑥50分

⑤40分

④30分

③20分

②10分

①ほとんど読まない

無回答
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イ 中学部の経年比較 

NO. 質問 
平成 

２４年度 

平成 

３０年度 

1 学習したことが分かる。 3.00  3.05  

2 学校に行くのが楽しい。 3.00  3.05  

3 
運動会や合唱コンクールなどの行事に、積極的に参加してい

る。 
3.20  3.39  

4 読書量は多い。 2.30  2.09  

5 学校・学級のきまりを守って生活している。 3.10  3.27  

6 進んであいさつをしている。 3.00  3.27  

7 時と場に応じた正しい言葉遣いをしている。 3.00  3.19  

8 
授業が始まる前に、教科書やノートなど、授業で使うものを

用意している。 
2.90  3.31  

9 
教科書・ノートなど、授業で使うものを忘れずに持ってきて

いる。 3.20  3.15  

10 宿題や家庭学習をしっかりとやっている。 2.60  2.89  

11 学校での友人関係は良好だと思う。 3.20  3.30  

12 学校には仲の良い友達がいる。 3.50  3.57  

13 
困っていることなどがあったら、先生や友達に相談してい

る。 
2.80  2.86  

14 先生は私のことを分かってくれている。 2.60  2.77  

15 先生は悩みや相談をよく聞いてくれる。 2.50  2.79  

16 地域の行事に進んで参加している。 2.10  2.60  

17 家の人といろいろな話をしている。 3.10  3.25  

18 交通ルールを守り、安全に気を付けて登下校している。 3.20  3.46  

19 将来したいこと、ついてみたい職業、仕事などの夢がある。 3.00  3.13  
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※ 分散分析の結果、平成２４年度の結果と平成３０年度の結果の間には、有意な差が

認められる。（F(1,413)＝38.22, p<0.01）  
 

【主な理由】 
「そう思う」「だいたいそう思う」理由について 

自
己
の
成
長 

○ いろいろなことが学べるし、小学部の子も楽しんでくれるから。 
○ いろいろな人と交流し、仲良くなれるから。 
○ 「こういう言葉で話すと伝わる」など、新しい発見があるから。 
○ 人の面倒を見るのは嫌いではないし、なんとなく居心地がいいから。 
○ いつもとは違う年代の人と触れられるから。 

頼
ら
れ
る
こ
と
へ
の
達
成
感 

○  子供と仲よく遊んだりするのは嫌いではないし、子供に覚えてもらえるのは

うれしいから。 
○  小学生が元気で、見ていて楽しいから。オレンジ班で一緒だった子たちが「班

長」と言ってくれる。 
○  小中一貫だと、小学生は中学生を見て成長するのでいいと思うから。 
○ 頼ってもらえると嬉しいから。 
○ 小さい子がかわいいから。 
○ 自分が小学部だった頃を思い出したり、笑顔になってくれる小学生を見てう

れしくなったりするから。 
○ 中学生はすごいと思われ、達成感のようなものがあるから。 

そ
の
他 

○ 他の学校とは違うことができていて、積極的に参加していると楽しいから。 
○ 運動会などを一緒にやるのが楽しいから。 
○ 小中一貫でしかできないことだから。 

 
 

20 小学部の人たちといっしょに学習や生活（授業、休み時間、合同行事など）するの
は楽しい。 

(8.8%)

(24.9%)

(28.1%)

(35.2%)

(31.3%)

(23.5%)

(29.0%)

(12.2%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２４年度

平成３０年度

4：そう思う 3：だいたいそう思う 2：あまりそう思わない 1：そう思わない 無回答
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「そう思わない」「あまりそう思わない」理由について 

対
人
関
係 

▽ お世話をするのが苦手だから。何を話せばいいか分からないから。 
▽ 人と関わりたくないから。 
▽ お互い緊張して、同じ学年の人としか話さないから。 

上
級
生
の
自
覚 

▽ 面倒を見るのが大変だから。 
▽ パワーアップなどは、放課後、すぐに部活に行けなかったり、帰れなかったり

して迷惑だから。 
▽  わざわざ小さい子と関わらないといけない理由が分からないから。 
▽  中学部だけで運動会や合唱コンクールをやりたいから。 
▽ 小学部は小学部で話していて、仲良くできないから。 

そ
の
他 

▽ 中学部が授業や学活をしているときに、小学生の声がうるさいから。 
▽ 授業の始まる時間と終わる時間が違うと、廊下で話し声や笑い声が少し気に

なるから。 
▽ 小さい子と触れ合うことで学べることもあるが、授業中うるさかったりする

から。 
 

中学部の生徒が、「小学部の人たちといっしょに学習や生活（授業、休み時間、合同

行事など）するのは楽しい。」と感じることについて、平成２４年度と平成３０年度の

平均値に有意な差が見られたことは、６年間の小中一貫教育を積み重ねたことの成果

であると考えることができる。 
「そう思う」「だいたいそう思う」と回答した理由の多くは、大きく分けると生徒の

「自己の成長」と「頼られることへの達成感」の二つに分けることができる。小学部

児童のアンケートでは、中学生に対するあこがれが大きな理由となっていたが、対峙

する中学部生徒にとっては、そのような場が自分自身の成長の場であると感じたり、

児童に対応する中で頼られている実感とそれに対する達成感を味わったりする場面と

なっていることが分かる。施設一体型小中一貫校という環境を活用した取組の内容に

もよるが、小学部児童との関わりを通して、生徒のキャリア形成が促進されているも

のと考える。 
一方、「そう思わない」「あまりそう思わない」と回答した理由は、小学部児童と同

様に対人関係を構築すること自体が苦手な生徒がいるとともに、上級生として下級生

のお世話をすること自体を苦痛に感じている生徒がいることが分かった。武蔵村山市

では、小中一貫教育を通して「対人関係力」の育成を目指していることから、個々の

児童・生徒の特性を踏まえつつ、小中一貫教育を通して、課題解決を推進していく必

要があるものと考える。 
また、その他にカテゴライズをしている内容については、学校内でのルールを明確

にすることで解決できる内容であり、それらの課題解決を図ることが、児童・生徒の

成長にもつながっていくものと考える。 
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21 平日、家庭ではどのくらいの時間、勉強（塾での勉強も含みます）をしていますか。
最も近いものに○をつけてください。   

平成２４年度

平成３０年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑩４時間以上

⑨３時間

⑧２時間

⑦１時間

⑥50分

⑤40分

④30分

③20分

②10分

①ほとんどしていない

無回答

22 平日、家庭ではどのくらいの時間、本を読みますか。最も近いものに○をつけてく
ださい。 

平成２４年度

平成３０年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑩４時間以上

⑨３時間

⑧２時間

⑦１時間

⑥50分

⑤40分

④30分

③20分

②10分

①ほとんど読まない

無回答
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（３）接続期（６・７年生）アンケートの結果 

以下の項目について意識調査を行った。 
 

ア 小学校６年生アンケートの結果 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
【自由記述】 

○ 新しい友達を作ることが心配 
○ 勉強が楽になってほしい。 
○ 他の学校にはないゲーム部などをつくってほしい。 
○ ダンス部がほしい。 
○ 今の部活の種目より多くしてほしい。 
○ 家庭科部などの裁縫、料理をする文化部などがあったらいい。 
○ 写真部があったらいい。 
○ 中学校が楽しみ 
○ バレーボール部があったらいいと思う。 
○ ７年生になったらいろいろなことを頑張りたい。 
○ 水泳を頑張る。 
○ 部活動が楽しみ 
○ ドッジボールが好きなので、ドッジボール部があったらいいなと思った。 
 
 
 
 
 
 

 
 

１ 来年の４月から７年生（中学生）になりますが、何か、期待していること（頑張り
たいこと）はありますか。３つまで選んで○をつけてください。 

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

①
勉
強

②
部
活
動

③
習
い
事
（塾
な
ど
で
の

学
習
）

④
将
来
の
進
路

⑤
き
ま
り
を
守
る

⑥
先
生
と
の
交
流

⑦
上
級
生
と
の
交
流

⑧
小
学
校
時
の
友
人
と
の

交
流

⑨
新
し
い
友
人
と
の
交
流

無
回
答

平成２４年度 平成３０年度
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【自由記述】 
○ クラスになじめるか心配 
○ 勉強ができるか心配 
○ 学力をもう少し上げてほしい。勉強態度が少し悪い。 
○ 勉強を頑張る。 
○ 勉強についていけなさそう。 
○ 中学生になって友達ができるか不安 
○ ６年生の間に、中学の先生と関わりたいです。 
○ 勉強と部活動の両立が心配 
 
 

イ 中学校１年生アンケートの結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 来年の４月から７年生（中学生）になりますが、何か、心配に思うこと（不安に思
うこと）はありますか。３つまで選んで○をつけてください。 

１ 今年の４月に７年生（中学生）になりました。７年生（中学生）になる前に、期待
していたこと（頑張りたいこと）は、ありましたか。３つまで選んで○をつけてくだ
さい。 

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

①
勉
強

②
部
活
動

③
習
い
事
（塾
な
ど
で
の

学
習
）

④
将
来
の
進
路

⑤
き
ま
り
を
守
る

⑥
先
生
と
の
交
流

⑦
上
級
生
と
の
交
流

⑧
小
学
校
時
の
友
人
と
の

交
流

⑨
新
し
い
友
人
と
の
交
流

無
回
答

平成２４年度 平成３０年度

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

①
勉
強

②
部
活
動

③
習
い
事
（塾
な
ど
で
の
学

習
）

④
将
来
の
進
路

⑤
き
ま
り
を
守
る

⑥
先
生
と
の
交
流

⑦
上
級
生
と
の
交
流

⑧
小
学
校
時
の
友
人
と
の

交
流

⑨
新
し
い
友
人
と
の
交
流

無
回
答

平成２４年度 平成３０年度
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【自由記述】 
○ 一つは部活動がまだ決まっていないこと。時々、授業で付いていけないときが

ある。 
○ 規則 
○ 書くのが遅いので、授業が早く進んで大変 
○ ずっと授業中、クラスの人がうるさくて、聞きにくい。   
○ 部活動で同級生が練習中に歌っていて、みんなで注意しても歌うのをやめてく

れない。         
○ 一人が注意すると、みんながうるさくなって、授業がなかなか進まないこと。 
○ 部活動と勉強の両立 
○ 自分が勉強についていけるか。 
○ 友達関係 
○ 授業中ちょっとうるさい。 
○ 部活動と勉強の両立 

２ 今年の４月に７年生（中学生）になりました。７年生（中学生）になる前に、心配
していたこと（不安だったこと）は、ありましたか。３つまで選んで○をつけてくだ
さい。 

３ ７年生（中学生）になる前に、心配していたこと（不安だったこと）は解決しまし
たか。いずれかに○をつけてください。 

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

①
勉
強

②
部
活
動

③
習
い
事
（塾
な
ど
で
の
学

習
）

④
将
来
の
進
路

⑤
き
ま
り
を
守
る

⑥
先
生
と
の
交
流

⑦
上
級
生
と
の
交
流

⑧
小
学
校
時
の
友
人
と
の

交
流

⑨
新
し
い
友
人
と
の
交
流

無
回
答

平成２４年度 平成３０年度

(50.0%)

(76.1%)

(41.4%)

(14.9%)

(8.6%)

(9.0%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２４年度

平成３０年度

①解決した ②解決されていない 無回答
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○ 授業中に私語が多く、クラスがまとまっていない。帰りの会が始まるのも終わ

るのも遅い。 
○ 部活動で上級生に話すこと 
○ 授業中とてもうるさい。授業で分かる人だけで進めている気がして、少し追い

つかない。テスト期間の時に勉強があると少し勉強が危ない。 
○ 勉強をしていないこと 
○ 友達とのけんかが増えた。 
○ 習い事の時間の関係で部活動を早退することが多いから、裏で何か言われてい

るかと心配である。 
○ 授業についていけない。 
○ 部活に必要な荷物が多く、困っている。 
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（４）教員アンケートの結果 

以下の項目について意識調査を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 小中一貫教育を通して、児童（生徒）の姿から、これまで自分が抱いていた児童像
（生徒像）に変化や新たな気付きを見出すことができた。 

２ 小中一貫教育を通して、児童（生徒）の学習や生活の様子を見て、児童（生徒）の
発達の段階を理解することができた。 

３ 児童（生徒）に接したり、小学部教員（中学部教員）の児童（生徒）に対する指導
を見たりすることで、生徒（児童）への指導の在り方を考え直す契機となった。 

(26.8%)

(27.0%)

(6.7%)

(56.1%)

(59.5%)

(43.1%)

(17.1%)

(13.5%)

(37.2%) (11.9%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２４年度

（村山学園）

平成３０年度

（村山学園）

平成３０年度

（全体）

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(34.1%)

(37.8%)

(11.5%)

(58.5%)

(43.2%)

(55.0%)

(7.3%)

(16.2%)

(24.9%)

(2.7%)

(7.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２４年度

（村山学園）

平成３０年度

（村山学園）

平成３０年度

（全体）

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(26.8%)

(43.2%)

(19.0%)

(56.1%)

(35.1%)

(38.7%)

(17.1%)

(16.2%)

(34.6%)

(5.4%)

(6.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２４年度

（村山学園）

平成３０年度

（村山学園）

平成３０年度

（全体）

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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４ 小学部教員（中学部教員）の児童（生徒）に対する指導から影響を受け、生徒（児
童）に対する生活指導や学級指導の内容・方法を変えたところがある。 

５ 小学部教員（中学部教員）の授業や生活指導等について、場面に即した具体的な内
容や方法を知りたいと思う。 

６ 校内研究を通して、小中一貫校としての研究活動が次第に深まっている。 

(9.8%)

(10.8%)

(5.9%)

(43.9%)

(40.5%)

(33.1%)

(39.0%)

(37.8%)

(42.0%)

(7.3%)

(5.4%)

(14.9%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２４年度

（村山学園）

平成３０年度

（村山学園）

平成３０年度

（全体）

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(34.1%)

(43.2%)

(27.5%)

(43.9%)

(40.5%)

(46.5%)

(17.1%)

(13.5%)

(19.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２４年度

（村山学園）

平成３０年度

（村山学園）

平成３０年度

（全体）

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(24.4%)

(21.6%)

(8.6%)

(46.3%)

(40.5%)

(39.4%)

(24.4%)

(24.3%)

(37.9%)

(2.4%)

(13.5%)

(10.0%)

(2.4%)
(0.0%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２４年度（村山学園）

平成３０年度（村山学園）

平成３０年度（全体）

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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７ 小中一貫教育における交流活動等を通して、児童・生徒の発達の段階や指導の系統
性を理解することができた。 

８ 小中一貫教育における交流活動や小中合同で実施した授業等を通して学んだこと
を、自分自身の授業に取り入れ、指導を工夫している。 

９ 児童・生徒に学習意欲の高まりが感じられるようになってきた。 

(17.1%)

(24.3%)

(9.3%)

(65.9%)

(45.9%)

(52.8%)

(12.2%)

(21.6%)

(30.9%)

(2.4%)

(8.1%)

(5.2%)

(2.4%)
(0.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２４年度

（村山学園）

平成３０年度

（村山学園）

平成３０年度

（全体）

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(4.9%)

(16.2%)

(8.2%)

(36.6%)

(43.2%)

(40.9%)

(39.0%)

(35.1%)

(39.0%)

(4.9%)

(5.4%)

(8.9%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２４年度

（村山学園）

平成３０年度

（村山学園）

平成３０年度

（全体）

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(4.9%)

(13.5%)

(4.1%)

(53.7%)

(35.1%)

(31.2%)

(36.6%)

(35.1%)

(49.1%)

(16.2%)

(12.6%)

(4.9%)

(0.0%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２４年度（村山学園）

平成３０年度（村山学園）

平成３０年度（全体）

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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10 児童・生徒に学力の向上が見られるようになってきた。 

12 小中一貫教育カリキュラムにおける４つの基本カリキュラムが自己の実践に位置
付けられている。 

13 ４つの基本カリキュラムのうち、実践への位置付けが特に十分でないと思う基本
カリキュラムは何ですか。 

(24.3%)

(2.6%)

(51.2%)

(32.4%)

(21.6%)

(43.9%)

(2.7%)

(59.9%)

(29.7%)

(13.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２４年度

（村山学園）

平成３０年度

（村山学園）

平成３０年度

（全体）

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(9.8%)

(5.4%)

(1.5%)

(56.1%)

(51.4%)

(37.2%)

(24.4%)

(32.4%)

(45.7%)

(2.4%)

(8.1%)

(10.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２４年度

（村山学園）

平成３０年度

（村山学園）

平成３０年度

（全体）

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

(4.9%)

(31.7%)

(22.0%)

(14.6%)

(26.8%)

(15.4%)

(31.1%)

(18.1%) (17.4%) (18.1%)

(0.0%)

(10.0%)

(20.0%)

(30.0%)

(40.0%)

言
語
力
育
成

情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
育
成

キ
ャ
リ
ア
教
育

心
の
教
育

無
回
答

平成２４年度（村山学園） 平成３０年度（全体）
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【主な意見等】 
◎ 小中の交流 

◎ 小中の教員の連携、協働 

◎ 行事等の打ち合わせがやりやすい。（2） 

◎ 小学部・中学部の様子が分かる。 

◎ 聞きに行くのが楽。 

◎ 情報を共有しやすく、コミュニケーションを取りやすい。（6）   

◎ 話しやすい。         

◎ 何か起きた時にすぐ分かること。      

◎ 兄弟のことについて、すぐに情報共有できること    

◎ 小中への引継ぎ、日常の姿の交流、行事等学年の様子が分かる。  

◎ 風通しが良い。        

◎ コミュニケーションを取りやすい。  

◎ 相談、連携がとりやすい。（5） 

◎ 特別支援教室は共用ではない。      

◎ 小中教員の交流がしやすい。       

◎ 親近感がある。        

◎ 分掌の仕事が楽        

◎ 小中の教員の連携がとりやすい。      

◎ 打ち合わせがしやすい。       

◎ 大きな組織でも、顔を合わせることで共通理解がしやすい。別々だったら、一

貫校としての意識をもちにくいと思う。      

◎ 誰が残っているか分かりやすい。      

◎ 電話を回しやすい。       

   
 

14 ４つの基本カリキュラムは、本校の教科・領域等の指導計画に適切に位置づけてら
れている。 

15 職員室が共用になった（共用である）ことによる利点は何だと思いますか。ありま
したら、お書きください。 

(17.1%)

(18.9%)

(4.1%)

(56.1%)

(51.4%)

(52.8%)

(14.6%)

(21.6%)

(31.6%)

(2.4%)

(5.4%)

(6.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２４年度

（村山学園）

平成３０年度

（村山学園）

平成３０年度

（全体）

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答



99 

 

 
 

【主な意見等】  
▼ 狭く、圧迫感を感じる。（3） 

▼  電話が小中同じ回線を使っているため、スムーズではない。（3） 

▼  話が全体に通りにくい。 

▼  朝の欠席連絡が小・中入りまじり、事情が分からないまま取り次いだり切って

しまったりすることがある。 

▼  広すぎる。（2） 

▼  情報が錯綜してしまう。 

▼  小中それぞれの発達段階に合わせた対応がとりづらい。 

▼  広くて話が聞こえにくい。 

▼  生活リズムの違いや放課後の対応 

▼  一緒といえども、見えない壁のようなものを感じる。会議が少ないため、情報

交換が少ない。 

▼ 別々の会議や外部との連絡がしにくい。 

▼  電話を取ったりする時や急な人手が必要だったりするときの意識の差が見えす

ぎる。 

 
 
 

【主な意見等】  
◎  自ら時間や服装などのルールを守るようになった。 

◎  基準の統一 

◎  児童・生徒の一体感が出たこと 

◎  一貫した内容で指導等ができる。 

◎  ９年間を見通した規律を作ることができている。 

◎  集団の一員としての自覚が高まる。 

◎ 作成時に、生活指導部で内容の小中統一ができた。 

◎  一貫した生活指導 

◎ 学園のルールを確認できる。 

◎  小・中共通のルールが明確になり、指導しやすくなった。 

◎ 小学生には、特に効果は見られない。 

◎  ルールをきちんと示すものとしていいと思う。 

 
 
 
 
 
 

16 職員室が共用になった（共用である）ことによる課題は何だと思いますか。ありま
したら、お書きください。 

17 学園手帳を導入したことで、どのような効果があったと思いますか。 
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【主な意見等】  
▼  使っている言葉が中学生向けではない。 

▼ 低学年にも分かりやすいような表現をしないといけない点。 

▼  中学３年になってもルビふりの手帳はどうか。「中学生になった」と喜びを感じ

る機会が減る。 

▼  活用方法 

▼  ９学年を一つにそろえることの難しさ。 

▼  日常的に使うことが少なく、日頃持ち歩く習慣や意識が低い。 

▼ 発達段階に即した理解につながる表現が必要。１～４年生用、５～９年生用に

分けてもよいかと思う。 

▼ 発達段階に即した表現 

▼  小学部は使う場面がない。 

▼  ランドセルにしまっているだけで、児童は特に活用していない。 

▼  費用や資源の削減 

▼  小学生には、小さくて読みづらい。 

 
 
【主な意見等】         
▼ 教員の入れ替わりが激しく、今までが伝えられていない。 

▼  行事の準備を中学生にもっとやらせてほしい。  

▼  転入してくる教員の意識改革 

▼  自学部だけでも手一杯なのに、時程の違う他学部との連携は負担に感じる。 

▼  それぞれの文化の違 

▼  互いの流れが分からなかったり、ずれていたりして、相談する時間を改めてと

りづらい。  

▼  服装や態度等、生活指導について 

▼  部活があるため、会議の時間が小中で合わせにくい。 

▼ 部活動  

▼  校務の整理（誰がどんな仕事をしているのか、どんな仕事があるのか） 

▼  校務に偏りがあるように感じるため、体制を見直したり、文章の再編をしたり

する必要性がある。 

▼  小中合同の行事（どうしても中がメインや小がメインと偏る）  

▼  誰が何をする（している）かが分かりづらい。  

▼  今以上に情報共有できる場が必要である。 

▼ 意識の差。難しいが、小学部の先生の方がいろいろなことに手助けをしている。 

▼  他校にはない校務がたくさんあるように思うが、自分がカバーしきれていない。

分掌として割り振られている以外の校務をできるだけ多く洗い出し、明確にして

いく。  

18 学園手帳の課題は何だと思いますか。ありましたら、お書きください。 

19 小学部教員（中学部教員）と連携しながら仕事を進める必要がある校務に関して、
今後解決すべき課題がありましたら、お書きください。 
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【利点】 

◎  例外もあるが、いつでもどなたかがいてくださり、判断を仰ぎやすい。 

◎ 緊急時、報告しやすい。対応等がスムーズである。（2）  

◎ ありがたい体制である。 

◎ 体制としては小・中の役割、統括の役割が明確でよい。 

◎  副校長が複数いるため、連絡や相談がしやすい。（4） 

【課題】 

▼  副校長への報告・連絡・相談を増やしていきたい。そのうえで、副校長から適

時、必要事項が校長へ伝わるようにしてほしい。 

▼  校長の位置付けと副校長３人の役割分担 

▼  課題は、連携するという点で自分に関わりがないと感じる人がいること。 

▼  校長１名の場合、中学校の校長が小学校の発達段階に対して、理解を示しても

らえないことがあるので、校長に意見できる役職の方にいてほしい。 

▼ 校長と統括副校長の守備範囲がとてつもなく広い。 

▼ 担当がはっきりしていないことが課題である。 

▼  統括副校長の位置付け 

▼ 出張が多く、不在になる時が多い。 

▼ 誰に何を伝えるべきか、区分が分からない。 

▼  ４人管理職がいるので、長期休業日等は誰か一人がいればいいと思う。また、

情報を何人もの人に同じことを言わなければならないことがあり、副校長に報告

したら校長に伝わっているといいと思う。 
 
 

20 管理職は、校長１名、副校長３名で組織されていますが、この体制に関しての利点
や課題について気付いたことがありましたら、お書きください。 
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武蔵村山市立小・中学校における小中一貫教育 

【質問紙調査の結果等から見た９年間の成果と課題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

『人間力』の育成 

➊「知的能力」  
基礎学力や専門的な知識・ノウハウをもち、自ら継

続的にそれらを高めていく能力と応用力 

➋「対人関係力」  
コミュニケーションスキル、リーダーシップ、公共心、

規範意識、他者を尊重し高め合う力 

➌「自己制御力」  
知的能力や対人関係力を発揮するための意欲、忍

耐力、自分らしい生き方や成功を追求する力 

自立した一人の人間 
バランスよく高められた総合的能力 

平成１９年度武蔵村山市立小・中一貫校カリキュラム作成委員会報告書「武蔵村山市立小・中一貫校 （仮称）武蔵村山学園の教育について」より内容を抜粋し図式化した。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェクト② 【対人関係力】 

豊かな心の育成  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェクト③ 【自己制御力】 

志をもって取り組む態度 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェクト④ 【中１ギャップへの支援】 

不安や心理的な負担の軽減 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェクト⑤ 【「人間力」育成】 

教師力の向上 

小中一貫教育  ５プロジェクト 

 

３つの型の小中一貫教育の推進【中学校区での取組】 
施設一体型小中一貫教育 施設隣接型小中一貫教育 施設分離型小中一貫教育教育 

プロジェクト① 【知的能力】 

確かな学力の定着 

■ 各学校の研究に基づいた取組の成果はそ
れぞれ見られ、各学校の教職員が、児童・生
徒の実態としてその成果を実感している。 

（報告書第３案 10～23ページ） 
■ 市全体の平均正答率という視点からの
「学力調査の結果（国・都・市）」や「中学
校・高等学校等への進学実績」においては、
顕著な成果は認められなかった。（報告書第
３案 24～27ページ） 

■ 教員の「児童・生徒の学習意欲の高まり」
についての実感は、施設一体型・隣接型・分
離型の間に有意な差が見られ、施設一体型
や隣接型が、分離型より高かった。（報告書
第３案 51ページ） 

■ 保護者が抱く小中一貫教育への期待と不
安は、「高校進学時に対応できるか。」「中学
生から悪影響を受けないか。」「人間関係の
トラブルから回避できないのではないか。」
等、人間関係に関わるものが多く見られた。
（報告書第３案 71～75ページ） 

■ 「中学部の人たちと一緒に学習や生活す
るのは楽しい」と回答する村山学園の児童
が 69.8％おり、平成 24年度の調査結果を
9.2pt上回った。また、「小学部の人たちと
一緒に学習や生活するのは楽しい」と回答
する村山学園の生徒が60.1％おり、平成24
年度の調査結果を 23.2pt上回った。（報告
書第３案 83ページ及び 87ページ） 

 

■ 「来年の 4 月から中学生になりますが、
心配に思うことはありますか。」という質問
に対して、施設一体型の児童は、「勉強」や
「将来の進路」に関心が向き、「上級生との
交流」や「新しい友人との交流」を心配する
施設隣接型や分離型の回答とは傾向が異な
った。（報告書第３案 34ページ） 

■ 「将来したいこと、ついてみたい職業、仕
事などの夢がある」との質問に対する回答
をポイント化すると、施設一体型、隣接型・
分離型の順に高い。また、施設一体型での同
質問への回答において、生徒の平均ポイン
トが 6年前より高くなっていた。（報告書第
３案 30ページ及び 86ページ） 

 

■ 市全体の「不登校児童・生徒の推移」に
おいては、顕著な成果は認められないが、
「暴力行為の発生件数の推移」において
は、大幅な減少が見られた。（報告書第３案
26～27ページ） 

■ 施設一体型小中一貫校の児童・生徒アン
ケートの経年比較において、「②学校に行
くのが楽しい。」「⑫学校には仲の良い友達
がいる。」「⑬困っていることなどがあった
ら先生や友達に相談している。」「⑭先生は
私のことを分かってくれている。」「⑮先生
は悩みや相談をよく聞いてくれる。」の平
均ポイントが、6年前と比較し、小・中学
部のどちらもともに高くなっていた。（報
告書第３案 82及び 86ページ） 

成果と課題 

■ 教員アンケートにおいて、「これまで自
分が抱いていた児童・生徒像に変化や新た
な気付きを見出した。」「児童・生徒の発達
の段階を理解できた。」等、児童・生徒理
解に肯定的な回答を表す平均ポイントが、
施設一体型、隣接型、分離型の順に高く、
特に一体型では他の形態と有意な差が見
られた。（報告書第３案 41ページ） 

■ 教員アンケートにおいて、「異校種教員
の指導を見ることで指導の在り方を考え
直す契機となった。」等、指導方法の工夫、
研究活動の深化、系統性の理解等について
肯定的な回答を表す平均ポイントが、施設
一体型、隣接型、分離型の順に高かった。
（報告書第３案 42～50ページ） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

保護者・地域の意見 
【保護者アンケート】 
■ 「小中一貫校とそうでない学校の違いがよ
く分からない。」「小中一貫教育のどんなメリ
ットがあるのか、まだ理解していない。」等、
小中一貫教育の理解に関する内容や、「テス
ト順位の貼り出しがあり、勉強が厳しいと聞
いた。」等、誤情報を基にしたイメージの内
容が見られた。（報告書第３案 75ページ） 

【地域アンケート】 
■ 保護者同様、人間関係によるトラブルを心
配する意見や、小中一貫教育のメリットがよ
く分からないという意見が多かった。中学校
区を核とした小中一貫教育の実施と、進学す
る中学校が必ずしも一致せず、小中一貫教育
の推進が地域性の否定と捉えられている意
見も見られた。（報告書第３案 80ページ） 
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